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    「おーい。メグ。お茶」


    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　部長の声が朗ろう々ろうと響ひびく。


    　指に引っかけたカップをくるくる回して、恵めぐみちゃんに、お茶を催さい促そく──。


    「あ。はーい」


    「おいキョロ。ミカン」


    　自分ではなんにもしようとしない部長のかわりに、京きよう夜やは手を伸ばしてコタツの上のカゴからミカンを取った。


    　部長の前に、ぽんとお供そなえする。


    「──あの紫し音おんさん。こーゆーの、なんて言いましたっけ？」


    「縦たての物を横よこにもしない」


    「ああ。それです。それ」


    　さすが物知り紫音さん。京夜のどんな疑問にもずばり解答を導きだしてくれる。


    「ところで部長」


    「なんだ」


    「なんで部長は、きょうはずっとそこに座られているのでしょう？」


    「いけないか」


    「いやまあ。いいんですけど」


    「じゃあ黙だまれ。どこに座ろうと私の勝手だ。それともなにか？　ここはおまえの席だと主張するつもりか。名前でも書いてあんのか？」


    「いえ僕がそこに座るのは物理的に不可能なんじゃないかと思いますが。ええまあ。黙ります」


    　京夜は黙った。


    　口を閉とざして、目の前にある部長のつむじを眺ながめることにする。


    　部長が座っているのは、京夜の膝のうえ。


    　五人以上でコタツに入るときには、部長のポジションは京夜の膝ひざのうえとなっているわけだが、それ以下の人数のときには、部長はたいてい京夜の対たい面めんに席を取る。


    　でも今日は二人だけなのに、なんでか、部長は京夜の膝のうえ。


    　いったいなんのつもりなのだろう。


    　やっぱあれなのかなー、と思う。


    　昨日あんなことがあったせいだろうか？


    　部長はいつものように、ちまちまと時間をかけてミカンを剝むいては、一粒ずつ、口に運んでいる。


    　ややあって──。


    「私は見張ってやってるのだ」


    　なんにも言ってやしないのに、部長が、そうつぶやいた。


    　ああ。やっぱり。


    　京きよう夜やは納なつ得とくした。自分は見張られているのだった。


    「私がここにこうして座っている限り。おまえがまた勝手に頭をぶつけたりすることはできないからな」


    「頭をぶつける以前に、立って歩くことも不可能な感じですけど」


    　京夜は言った。


    　部長の小さなお尻しりの下した敷じきになっているせいで、京夜は身動きもままならない。


    「おまえはトロくさいやつだからな。私がこうして見張っていないと。またゴールポストに頭をぶつけちゃうだろ」


    「この付近にゴールポストはない感じだと思うんですが」


    「ゴールポストはなくとも、タンスのカドに頭ぶつけちゃうかもしれんだろ」


    「タンスもこのへんにはないと思いますし。あとぶつけるのはおもに足の小指だと思います」


    　なんでも置いてある部室の物置スペースを探しても、たぶんタンスは出てこない。


    「じゃあ。ええと。アレだ。豆とう腐ふのカドに頭ぶつけちゃうかもしんないからな」


    「ああ。それは大変そうですねえ。死んじゃうかも～。……って、これなんでしたっけ？　紫し音おんさん」


    「落語だね。〝穴どろ〟という噺はなしのなかに、そういうくだりがあるよ」


    　やっぱり紫音さんは頼りになる。常識以外のことなら、なんだって知ってる。


    「おい」


    　ミカンをちまちま食べながら、部長が言う。


    「はい」


    「まだアタマ。痛いたむのか？」


    「ええ。まあ。ちょっと……」


    　昨日、都つ合ごう、二回ほど、頭をぶつけた。ゴールポストに一回。壁かべの柱に一回。


    　そのせいで、ちょっと不思議な体験をしてしまった。……らしい。


    　部長やみんなに、とっても心配をかけてしまった。……らしい。


    　その時のことは、なんだかぼんやりとしていて、よく思いだせないのだけど。


    「痛いの痛いの飛んでけ。してやろうか？」


    「いえ大丈夫ですよ」


    　心配顔の部長に笑顔を返しつつ──京夜は昨日の出来事をすこしずつ思いだしていった。
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    　旧校舎の文化部棟とうを京きよう夜やは歩いていた。


    　昼間。体育の時間に頭を打ってしまって、後こう頭とう部ぶがまだすこし痛いたむ。


    　京夜は廊ろう下かに並ぶ文化部の部室を、〝すぐやる部〟〝ねとげ部〟〝折り紙部〟と、順番に通り過ぎていった。そして廊下の突きあたりの〝ＧジーＪジエー部ぶ〟の戸の前で立ち止まる。


    　京夜はポケットからメモを取り出した。


    　開ひらいて、よく見る。


    　メモは横よこ溝みぞが書いてくれたものだった。そこに「ＧジーＪジエー部ぶ」と書いてあり、部室の前の張り紙にも大きく「ＧジーＪジエー部ぶ」とあるのを、何度か確認する。


    「うん。ここで間違いない……よね？」


    　自分に言い聞かせるように、声に出して、そう言ってみた。


    　横溝はついてきてくれると言ったのだけど。それはさすがにあれだろうと思って、断ったのだ。だけどついてきてもらったほうが、よかったかもしれない……。


    　ノックをしてみる勇気が、どうにも、出てこない。


    「んだよ。そこに誰だれかいるのか？」


    　戸の向こうから声がしたかと思うと──がらりと、戸が開かれた。


    　誰もいない。


    　と思ったら──。それは視線をまっすぐ前方に向けていたからだった。


    　目線をだいぶ下のほうに向ければ、やたらと身長のちっちゃい女の子が、そこに立っていた。


    「なんだ。キョロかよ。なにしてんだおまえ。──そんなとこで？」


    　女の子は京夜をその場に残して、てくてくと部屋の中に戻って行ってしまった。京夜がこの部室を訪おとずれることを、まったく不思議に思っていない。そんな態度だった。


    　やっぱり──。


    　横溝の言っていたことは、本当のようだった。間違いないらしい。信じられないけど。


    「おい。なにしてんだキョロ。早く入れよ。開あけといたら、そこサムいだろ」


    「あ……。はい」


    　京夜はきょろきょろしながら、戸を閉しめて部屋に入った。


    　部屋の中にいる部員は、さっきの小さい女の子を含めて──五人ほどだった。


    　全員が女性。しかもなんか、みんな、えらい美少女と美女揃ぞろい。上うわ履ばきの色を見るかぎりでは、三年生も二年生も一年生も交まじっているようだ。


    　ぼんやり立ち尽くしているのも間抜けだった。白い丸テーブルの椅い子すが空あいていたので、そこに座る。その途と端たん、ニコニコ笑顔の、胸の大きな二年生の女の子が、ささっと近づいてきた。


    　彼女はポットを手にしていた。


    「はい。四しノの宮みや君お茶です。今日はアールグレイからいきますねー」


    「あ。はい。……ど、どうも」


    　目の前で紅茶を注つがれて、京きよう夜やは恐きよう縮しゆくした。


    　楽しそうにお茶を注そそぐ彼女の、その横顔を見ているうちに──。隣となりのクラスで見たことのある女の子だということに、ようやく気がつく。


    　名前は……。名前は……。たしか天てん使しだとか、そんなような名前。


    「あのう。天てん使しさんって──」


    　ようやく接点が見つかったので、京夜は勇気を出して、そう声を出してみた。


    「はい？」


    「うちのクラスの新しん城じようヒカリさんのところに。よく遊びにきてますよね」


    「えっと……」


    　天てん使しさんは困ったような顔をする。


    「あ。すいません。間違えちゃいましたか」


    「あのわたし。〝てんし〟じゃなくて。〝あまつか〟ですけど……？」


    「え？　あっ？　ごめんなさい。すいません。えと……。じゃああの……。天あま使つかさん？」


    「なんだキョロ。おまえそれ新しい遊びか？　どんなルール？」


    　コタツに座っていたあの小さな女の子が、急に言ってきた。


    「えっ？　いやあのその……」


    「──じゃシイ。おまえ〝皇こう〟さんな」


    「他にも〝おう〟とか〝きみ〟とも読むけどね」


    　旧式のパソコンの前に座った長ちよう髪はつの女性が、背中でそう言ってきた。この人にもなんとなく見覚えがある。たしか三年生で〝天才〟と名高い女のひとだ。もうすぐやってくる大学受験でも、東大合格が百パーセント確実とか言われているひと。


    　椅い子すの上で京夜が恐縮しきっていると──。


    　ぬっと、ソファーのほうで人影が立ちあがった。


    　女のひととしては、かなり大おお柄がら。身長百八十センチは下くだらないんじゃないかという女のひとが、足音も立てない猫ねこのような身のこなしで近づいてくる。彼女は京夜の前に立つと、じーっと、まっすぐな目をして、京夜の目を正面から覗のぞきこんできた。


    　そしてもう一名。コタツにはまっていたツインテールの下級生も、不ふ審しんそうな顔をしながら、京夜の前にまでやってきた。


    　大きいほうと、小さいほう。二人の少女に、じーっと観察されて、京夜はかしこまってしまった。やがて小さいほうが──京夜に指を突きつけて、口を開ひらいた。


    「こいつ。ニセモノですよ」

  


  [image: ]



  
     アムネジアの風②

    


    [image: ]


    「午前中の体育の時間に、頭、打ったらしいんですよ」


    　テーブルに座った京きよう夜やは、五人を前にしながら、そう説明した。


    「横よこ溝みぞが言うには──。サッカーの最さい中ちゆうにゴールポストに後こう頭とう部ぶをぶつけたらしいんですけど。ぜんぜん覚えていないんです」


    「脳のう震しん盪とうによる記憶喪そう失しつのようだね」


    　黒くろ髪かみの天才の女のひとがそう言った。たしか名前は皇すめらぎ紫し音おんさん。


    「ちょっと痛いたいだけで、べつになんともないんですけど。でも横溝が──ああ横溝っていうのはクラスの友達なんですけど。その彼が言うには、なんか変だっていうんですよ」


    「どのように変なのかな？」


    　皇さんが落ちついた声で訊きいてくる。まともな人が一人いてくれて助かった。


    　ちっちゃくてコワい感じの女の子は、さっきから嚙かみついてきそうな顔でにらんできているし……。


    　さっき「ニセモノ」よばわりしてきた下級生の子と、あといちばん大きなお姉さんは、距離を取って、じーっと不ふ審しんそうに見つめてくるし……。


    　京夜としては、まったく落ちつかない。


    「ガッコのことも友達のことも、ぜんぶ覚えているつもりなんですけど。でも横溝が言うには、一つだけ、すっかり忘れていることがあるとかで……」


    「その忘れていることというのは、なにかな？」


    「はあ。このジージェー部とかいう部のことで──」


    「グッジョ部だよ!!」


    　くわっと歯を剝むきだして、ちっちゃな女の子が、怒ど鳴なってきた。


    「すいません。読めなくて。ていうか。ふりがなついてなかったら、ふつう読めないですよ」


    「読めよ!!」


    「なんかすいません」


    　ちっちゃい女の子の剣けん幕まくに押されて、京夜は反射的に謝あやまってしまった。


    　なんか重たい沈ちん黙もくが、部屋の中に立ちこめる。息をするにも苦労するほどだ。


    「とにかく。僕。このＧグツＪジヨ部ぶのことだけ、ぜんぜん覚えてないんですよ……」


    　京夜は部屋のなかをきょろきょろと見回した。


    　室内の光景にも、やっぱりまったく覚えがない。


    「あの。僕。……本当にここに来てたんですか？」


    「来てたよ。毎日。この二年間ずっとだ」


    　ちっちゃい女の子が、ぼそっと、不ふ機き嫌げんそうに言ってくる。


    　二年間もいたなんて……。やっぱり、ぜんぜん、覚えがない。


    「ところでひとつ訊きいてもいいでしょうか？」


    「なんだよ？」


    「この部って、いったいなにをやる部なんでしょう？」


    「おまえ──ひどく答えにくい質問をっ！」


    「えっ？　あれそれ訊いちゃだめなことでしたか」


    「おまえ。──ホントに記憶喪そう失しつなのか？」


    「ほんとに記憶喪失ですよ。この部のことを覚えていないっていうのは本当です」


    　京きよう夜やはそう言った。


    　もっとも〝記憶喪失〟という自覚があるわけではなかったが──。


    　京夜自身の感覚としては、〝覚えていない〟というよりも、横よこ溝みぞやこの部の人たちにかつがれているような気分なのだ。しかし、このちっちゃい子の本気で心配する態たい度どをみるかぎり、なんだかそれは本当のようだし……。


    「ところで基本的なことを質問してもいいでしょうか？」


    「なんだよ？」


    　さっきからずーっと気になっていたことを、京夜は訊いてみることにした。


    「どうして小学生の女の子が高校にいるんでしょう？」


    「ムガーッ！」


    　がぶり。女の子はいきなり嚙かみついてきた。


    「わっ！　わーっ！　わーっ！　嚙んだ！　嚙みましたよ！　なんで！　なんで嚙むんですかこれええっ!?」


    　突然手を嚙まれて、京夜はびっくりした。そんなに痛いたくはなかったけど。心臓がバクバクいうほど、びっくらこいた。なんで嚙むのっ!?　このイキモノっ!?


    「あの。ではえっと」


    　手の甲こうにしっかり残った歯は形がたをさすりながら──京夜は話をつづけた。


    「僕がこの部にいたということは……。まあ、納なつ得とくしてないですけど、理解しました」


    「なんかハッキリしない言いかただな」


    　女の子はぼそっとつぶやいた。


    　京夜としては、実際はっきりしていないのだけど……。


    「あのそれじゃあ……。こんどは別のこと訊いてもいいでしょうか？」


    「なんだよ？」


    　部屋にいる五人の女の子たちを、京夜はぐるりと見回した。


    「ところで、皆さんのうちの──いったいどなたが僕の〝彼女〟なんでしょう？」
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    　部屋のなかの混こん乱らんが収おさまるまでには、しばらくの時間が必要だった。


    　京きよう夜やの「誰だれが僕の彼女なんですか？」の質問に対して──。


    　うぎゃー。


    　ひゃー。


    　ひゃんひゃん。


    　はわわー。


    　なんまんだぶなんまんだぶ。


    　各者各様の叫さけび声があがって、大混乱がおとずれて、それが収まるまでには、およそ数分間ほど。たっぷりと時間がかかった。


    「なんかすいません。激しくすいません」


    　半べそをかいていたり、怒おこっていたり、慌あわてていたり、ハイテンションになっていたり、なんだかよくわからないリアクションを見せる女性陣じんを前に、京夜はただひたすらに謝あやまりつづけていた。


    「──ほらっ。僕っ。こんな女の子ばかりの部にいたって聞かされたものですから。てっきり誤解しちゃったんですよ。このなかのどなたかが、僕の彼女だったりしたのかなー、そういうことなのかなー、って。それ以外の理由で、ほら僕なんかが、こんな女の子ばかりの部にいるなんて考えもつかなかったものですから」


    「ばっ。ばっ。ばっ。──ばかっ！　恥はじを知れっ！」


    「はい。すいません」


    「きょ。きょ。きょ。──キョロのくせにナマイキだっ！」


    「はい。もうしわけありません」


    　怒ったような慌てたような、そんなリアクションをしているのが、このちっちゃい女の子。


    　その彼女に、ぺこぺこと謝る。


    　上うわ履ばきの色が示す通りに、彼女はじつは三年生らしい。


    　小学三年生に見えるのだけど。でもれっきとした高校三年生。しかもこの正しよう体たい不明の〝ＧグツＪジヨ部ぶ〟の部長さんでもあるようだ。


    「けしからん！」


    　彼女はまた突然に叫びはじめた。怒いかりもしくは狼ろう狽ばいが収まらないらしい。


    「い。い。い。──いうにことかいて！　か。か。か。──かのじょだと！　な。な。な。なんだオマエ。やる気か！　やる気なのか！　やるのかオウ！」


    「いえ。ですからすいません」


    　言葉だけは勇ましいが、体のほうは、まったく逆ぎやく。椅い子すの上で手足を引きよせて、ひたすら縮ちぢこまっている。彼女のそのなんだかよくわからないリアクションは、ちっちゃなチワワが、喧けん嘩かでも売られたときのそれ。ひゃんひゃん吠ほえかかりながらも、腰のほうはしっかり引けちゃっているカンジ。


    　京きよう夜やはひたすら謝あやまるばかりだった。


    　そんなスゴいこと言っちゃったろうか？　──とも思うのだが。なんか皆の反応をみるかぎりでは、核かく爆ばく弾だん級の一ひと言ことを投げこんでしまったようである。


    「本当にすいませんでした。──部長」


    「おま──!?　記憶もどったんかっ！」


    「あ。いえっ──。部長でよかったんですよね？　違いましたか？」


    「そ──！　そうだよ！　わたしが部長だよ！」


    　やっぱり部長で正しかったようだ。


    「しっかりしろよ！　キョロ！」


    「はあ」


    「頭ぶつけて記憶喪そう失しつだとか！　マンガみてーなことやってんじゃねーよ！」


    「はあ」


    「ハアハア言ってんじゃねーよ！　ばか！　ばかキョロ！」


    　相づちも打てなくされてしまった。


    　なんか無茶な叱しかられかたをしているように思うのだけど。これがこの人なりのコミュニケーションなのだろうと、そう思った。


    　記憶を失うしなう以前の自分は、この人とうまくやれていたのだろうか？


    　自分でも、わりと器用だという自信はある。


    　だからきっとうまくやれていたはず。


    　この人と一緒にいたら、きっと毎日がとても楽しいんじゃなかろうか。


    　すくなくとも退たい屈くつはしそうにない。


    「ところであの……。さっきから気になってたんですけど。〝キョロ〟ってそれ僕の名前なんでしょうか？」


    「おま──そんなことまで忘れちゃったのかよっ！」


    「いえですから。そんなこともあんなことも。なんにも覚えてないわけで……」


    「キョロの。ばかっ」


    　女の子──部長は、それきり、黙だまってしまった。


    　謝ろうとして口を開ひらきかけると、ぷいっと顔を背そむけられてしまう。謝る機会も失ってしまった。


    　京夜は途と方ほうにくれた。
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    「四しノの宮みや君……。紅茶です。……どうぞ？」


    「あ。うん。ありがと……」


    　ポットを手にした女の子──隣となりのクラスの天あま使つかさんが、曇った笑顔で立っていた。


    　さっきもらった一杯目は、ほとんど手つかずだったが、すっかり冷さめてしまっていた。慌あわてて飲み干して、カップを空からにする。


    　そこに湯ゆ気げを立てる赤い液体が注そそがれる。


    「四ノ宮君……、じゃなくてっ……。京きよう夜やくんの好きな、ニルギリですよ？」


    「あ。うん。……そうなんだ」


    　紅茶を嗜たしなむ自分なんて、ぜんぜん想像つかない。紅茶なんて家ではぜんぜん飲まないのに。


    「ありがと。ええと……。恵めぐみちゃんで……いいんだよね？」


    　記憶のなかから、なんとか下の名前をひっぱりだしてきて、京夜はそう言った。


    「はい！　恵です！」


    　ようやく晴れわたった笑顔で、彼女はおおきくうなずいてくれた。


    　彼女はいそいそと戻ってゆくと、缶かんを開あけて、紅茶の葉っぱを量りはじめる。


    　あれれ？


    　見ていると、どうも紅茶の用意をしているようだ。


    　お湯を注いで、砂時計をひっくり返して──。そして三分間くらいで、次の紅茶の準備が整ととのう。


    「さあ京夜くん。お茶です」


    「えっ？」


    　京夜はびっくりして、彼女の顔を見返した。


    　ついさっき淹いれてもらった紅茶が、まだ残っているどころか、口さえつけていない。


    　慌ててカップを傾かたむける。


    「あつ、あつ……熱つっ」


    　ポットを手に待っている彼女を待たせながら、ふうふう言って、ようやく一杯の紅茶を飲み干した。


    　湯気があがる。三杯目が注がれてゆく。


    　紅茶を注つぎ終えた彼女は、また戻っていって──。


    　なんと。


    　四杯目の準備に取りかかりはじめた。


    　えっ？　ええ～～っ!?


    　これなんの罰ばつゲーム？


    　いそいそと紅茶の用意をする彼女の背中を見て、京きよう夜やは怯おびえた。


    　手の中にある熱いカップに、ふーふーと息を吹きつけた。次がくるまえに少しでも減らしておかないと……。


    「にく。くうか。」


    　突然、京夜の目の前に、鶏とりの足が突き出されてきた。クリスマスにみんなで食べるごちそう的なアレである。


    「あの。え～っと……？」


    　京夜はぼんやりした顔で、背の高い上級生を見つめた。足音もしなかったので、そこに立つまで気がつかなかった。


    　さっき京夜のことを、じーっと見つめてきたひとだった。京夜が記憶を失うしなっていることをいち早く見抜いたひとである。


    　名前は……、ぜんぜんわからない。


    　顔にも姿にも見覚えがなかった。三年生だから当然といえば当然なのだけど。


    「きょろ。おぼえてない？　きらら。わすれた？」


    　妙みようにたどたどしい喋しやべりかたをする。


    　髪かみの色は金きん色いろで、目も青いから──きっと外国からの留学生なのだろう。


    「あの……。えっと……。すいません」


    「これ。たたくと。なおる？」


    「テレビじゃねえって」


    　冗じよう談だんなのだか本気なのだか。彼女は真ま顔がおでちっちゃい子に訊きいている。


    「センパイ。タマのことも忘れちゃったですか？」


    　大きな女のひとの後ろから、顔を半分だけだして、下級生の女の子がこちらを見てくる。


    　この子も京夜の記憶喪そう失しつを見抜いてきていた。「ニセモノ」だとか言われた。


    「あー……。うん。ごめん。思いだせない」


    「じゃあ。ポテチだけもらっても、いーですか？」


    「えっ？　……ポテチって？」


    　彼女は京夜のカバンを勝手に開あけていた。そこに入っていたポテチの袋を取りだしてくる。


    「んっ」


    　袋を突きだされる。たぶん「開けろ」というサインなのだと思って、開けて返した。


    　彼女はポテチの袋を持って、ひとりでコタツのほうに行ってしまった。ぱりぱり、ぽりぽりと、ポテチを食べはじめる。


    　なんで自分はポテチなんかカバンに入れているんだと思ったら、そういうことだったらしい。


    　僕。貢みついでた？
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    「さて困ったね」


    　と、長い黒くろ髪かみが印象的な女性が言う。皇すめらぎ紫し音おんさん。このひとの名前は覚えている。


    「普通、記憶喪そう失しつというものは、一定時期の記憶を丸ごと失うしなうものであるわけだが……。キミの場合には、我われ々われのことだけを忘れてしまっているのだね」


    「はあ。そうみたいです」


    「私のことも……、やっぱり、覚えてはいない？」


    　彼女は京きよう夜やの前の椅い子すに腰を下ろすと──。髪をかきあげて、じいっとのぞきこむようにして京夜の顔を見つめてきた。


    「……すいません」


    　京夜は謝あやまった。さっきから責められたり、疑われたり、紅茶を勧すすめられたりしているが──。


    　彼女の場合には、自分を覚えていないことを悲しんでいるように見える。


    　こんな美人の天才さんと、そんな近しい関係になっていたなんて。


    　この二年間──。


    　自分はどんな毎日を送ってきていたのだろう？　──いま、自分にちょっとだけ嫉しつ妬とした。


    「おいキョロ！」


    　ちっちゃい子が、声を張りあげる。その目に涙が浮かんでいて、京夜は、ぎょっとなった。


    「──おまえ！　ほんとは記憶あるんだろ！　忘れたフリをしているだけなんだろ！」


    「え……。いえちがいますよ。僕は本当に──」


    「もうやめろよ！　ＧグツＪジヨ部ぶ魂だましいは認めてやるから！　初段で黒くろ帯おびくれてやるから！」


    「あのすいません。ＧＪ部魂ってなんですか？　あと黒帯って？　ここって文化部でしたよね。なんかスポーツの部だったんですか？」


    「ムガーっ!!」


    　嚙かまれた。嚙まれた。また嚙まれた。たくさん嚙まれた。


    「タマ思うんですけど」


    　コタツでポテチを食べていた下級生の子が、ぽつりと言った。さっきの一袋をぜんぶ食べ終わってしまったのか、指についた海の苔りと塩とを、ぺろりと舐なめとる。


    「シスターズたちに知らせなくていいんですか」


    「はい？　シスターズ？」


    「そういえばそうだね。私たちだけの問題でもないしね」


    　シスターズというのはなんだろう？　それも忘れてしまったことのひとつなのだろうか？


    「私が、する」


    　ちっちゃい子が、携けい帯たいを取りだして、ぽち、ぽち、ぽち──と、たどたどしくて、あぶなっかしい手つきでメールを打ちこんだ。


    　そして待つことしばし──。


    　紅茶のおかわりを、勧すすめられるまま、七杯か八杯飲み干した。なんでこんなに飲めるんだろうと、自分でも驚おどろきだ。人の飲める量を到底超えている。


    　どたどたどた──と、廊ろう下かのほうからいくつも足音が響ひびいてくる。近づいてくる。


    「お兄ちゃん!!」


    　ばん、と、戸を開あけ放って飛びこんできたのは──誰だれでもない。我わが妹。霞かすみ。


    　霞と一緒に飛びこんできた二人は、知らない顔だった。金きん髪ぱつの女の子と、黒すぎる髪かみの女の子と──霞の友達なのだろうか？


    「──My samurai master!!」


    「──お兄ちゃんッ！」


    　霞と金髪の女の子の二人が、ロケットのような勢いきおいで飛びついてくる。


    「わっ！　わわっ──！」


    　椅い子すごと、後ろにひっくり返った。


    「あいたたた……。霞。痛いたいよ。あとジルちゃんも……」


    　二人を抱だきとめて床の上に倒れたまま、京きよう夜やはそう言った。椅子が倒れたとき、後こう頭とう部ぶをしたたかに壁かべの柱に打ちつけた。ずきんずきん痛んでいる。でも二人のほうはしっかりと守れた。


    「おいキョロ？　……おまえ？　……もしかして？」


    　二人を立たせてあげていると、部長がへんな顔をしてこちらを見ていた。


    「あれ？　そういえば僕どうして部室にいるんでしょう？　体育やってたはずなんですけど？」


    「おまえ！　──思いだしたんか!?」


    「なにをですか？　──わっ!?　わわっ！　ぶ、部長──っ!?」


    　飛びついてきた部長を、京夜は抱きとめた。


    「ふむ。ショックによって失うしなった記憶が、ショックによって戻ったということかな。なんにしてもよかった」


    「たたいたら。ほら。なおる。」


    　紫し音おんさんと綺き羅ら々らさんも、穏おだやかな顔でそこに立っていた。安心したような顔をしている。


    「京夜くん！　紅茶っ！　はいりましたっ！」


    　恵めぐみちゃんも、どこかおかしかった。〝四しノの宮みや君〟じゃなくて〝京夜くん〟とか言ってるし。


    「センパイ。ポテチなくなっちゃったですよ」


    　いつも通りなのはタマだけだ。


    　京夜はわけがわからないまま、皆に笑い返した。なんでかわからないけど、心のどこかで、ほっとしている自分がいた
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     ぼちぼち
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    「ミカンが減ったな」


    「ぼちぼち買ってきますかねー」


    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　膝ひざの上でぼそっとつぶやく部長に対して、京きよう夜やも、ぼそっとつぶやきで応おうじた。


    　部長はマンガ雑誌をコタツの上に開ひらいて読書中。その頭の上で京夜は小説を開いて読書中。六人でコタツに入るときには、部長の定位置は、京夜の膝の上となる。


    　ちなみに部長が言っているのは、コタツの上のカゴに入ったミカンのこと。カゴの中身が減ってくると、誰だれかがなんとなくお徳用大袋を買ってきては、補ほ充じゆうすることになる。


    「ポテチ減ったですよ」


    「ああうん。持ってきたら開あけてあげるよ」


    　文章を追いかけながらそう言うと、タマは綺き羅ら々らさんの膝の上から、ぴょんと飛び降りて、部室の隅の「ポテチ箱」に、たたたーっと、駆かけていった。


    　お年玉は貯ためておく派の京夜であるが、今年はちょっとだけ散さん財ざいした。タマのためにポテチを〝オトナ買い〟してきた。プロ仕し様よう業務用スーパーで〝箱買い〟してきた巨大な段ボール箱の中には、ポテチの袋が、まだ無限に近いほど詰まっている。


    「そろそろお茶にしますかー？」


    「ああ。そうですね。ぼちぼち」


    　恵めぐみちゃんの声に京夜はそう答えた。タマに指を二本しめす。ポテチの袋を二つ持ってきてもらう。一つはタマのため。もうひとつは皆のため。お茶ちや菓が子し用だ。


    　ページに栞しおりを挟はさみこんでいると──。


    「それだ」


    　部長がいきなり、意味不明の声をあげた。


    「なにがです？」


    「私には前々から不思議に思っていたことがある」


    　部長は腕組みをすると、おもむろに話しはじめた。


    　京夜は黙だまって聞いていた。部長は不思議なことがたくさんある人だ。常じよう人じんの気づきもしない些さ細さいな疑問にこだわる才能を持っている。


    「その〝ぼちぼち〟っていうの、つまりは、どういうことなんだ？」


    「ええっ？」


    　意識の外からの質問が、やっぱりやってきた。


    　ポテチ袋を開けていた手を、思わず止めてしまった。


    　タマにはやくはやくと急せかされて、また手の動きを再開させる。


    「おまえはいまさっき、〝ぼちぼちミカンを買ってくる〟と、そおゆった。──それは具体的には、どのくらいの時間範囲のことを指しているのだ？」


    「ええと。今日の帰りあたりですか？　ああ。でも。もう一日くらいはもちそうだから、明日の帰りになるかもしれないですねー」


    「そしておまえはいまさっき、〝ぼちぼちお茶にしましょう〟と、そおゆった。──そっちは具体的には、どのくらいの時間範囲のことを指しているのだ？」


    「はーい。お茶がはいりましたー」


    　と、そこで恵めぐみちゃんが全員分のお茶を運んでくる。


    「つまり。このぐらいの時間のことですね」


    　お湯はダルマストーブ様の上でいつも沸わいている。葉っぱの計量と、蒸むらし時間を合わせて、だいたい五分未満。この場合の〝ぼちぼち〟は、つまりそのくらい。


    「おなじ〝ぼちぼち〟とゆーコトバのはずなのに！　なぜ五分から二日間ものひらきがあるのだ！　ナニその範囲の広さ！　おかしいぞ！　おかしいとは思わないのか！」


    　ぶんぶんと振りたくる、部長のちっちゃいその手をつかまえて、フォークを握にぎらせる。


    　ちっちゃい部長を膝ひざの上に乗せたまま、二に人にん羽ば織おり状態で操そう縦じゆうして、お茶と一緒に出てきたケーキを食べてもらう。口のまわりにクリームをつけると、部長は静かになった。


    　このあたりでそろそろ〝正解〟を出してもらおうと、京きよう夜やは紫し音おんさんに顔を向けた。


    　カンカンになった部長が、世の矛む盾じゆんを追つい及きゆうして〝○○問題検討委員会〟が発ほつ足そくするのは、もう何度となく繰り返してきた、ＧグツＪジヨ部ぶのいつもの日常。


    「日本語を学ぶ外国の人にとっては、その〝ぼちぼち〟という言葉が非常に不思議だそうだね。皆、そこで突っかかってしまうそうだ。ビリーも不思議がっていたよ。たとえば英語では、数や時間にきっちりしているから、〝ぼちぼち〟を正確に訳やくすことが不可能なんだ」


    「なるほど。つまり和のココロというわけですね」


    　京夜はうなずいた。やっぱり紫音さんは頼りになる。


    　でもなんで世界統一王者World Union Championさんは日本語を習っているのだろう。紫音さんは天才なわけだし英語を完かん璧ぺきに話せるし。


    「きららも。ぼちぼち。わからない。」


    　綺き羅ら々らさんが首を傾かしげている。辞書で引いてもいい答えに巡めぐりあわないようだ。


    「部長。部長。ほら。部長の大好きな和のココロですよ。だからこれはこれでいーんですよ」


    「ふむ。和のココロか。ならば仕し方かたあるまい」


    　納なつ得とくした部長を膝のうえに乗せて、恵ちゃんの切り分けてくれたケーキとともに、紅茶を嗜たしなんだ。


    　京夜は今日もＧＪ部の平和を守りきった。
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     カレー・ラーメンフラグ
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    「なあ。カレー・ラーメンフラグってあるじゃん」


    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　マンガを読む部長がぽつりと口にした、あいかわらず意味のわからない話に、京きよう夜やはライトノベルの文章を追いかけながら応おう対たいした。


    「はいありますね」


    「ほかにどんなフラグあるっけ？」


    「すいません。なんかよく聞いてなかったみたいです。最初のほうからもういちど話してくれますか？　とくに〝フラグ〟とはなにかというあたりから」


    「だーかーらー」


    　と、部長は説明をはじめる。辛しん抱ぼう強く説明をしてくれる部長に敬意を表ひようして、京夜も辛抱強く聞くことにする。ちなみに京夜の記憶が正しければ、部長はここ十五分間くらいは、なにも話していない。さっきの「なあ」から始まる問いかけが第一声だ。


    「カレー食いたくなるときってあるじゃん。なんだか無む性しように。夜中とか突然に」


    「ああ。ありますね」


    「そうなったときって、そのキモチ、カレー食うまで消えねえじゃん？」


    「ああ。はい。なるほど。フラグが立ったら食べるまで消えないって、そういう意味でしたか」


    「だからそう言ってるじゃん」


    　部長がふんと胸を張る。だから言ってないんだけど。京夜は「なるほどー」とばかりにうなずいておいた。さすが部長は目のつけどころがいつもへんだ。常じよう人じんと発想が違っている。


    「わたしも納なつ得とくできましたー」


    　と、恵めぐみちゃんが紅茶のポットを片手にやってきた。部長と京夜の前にカップを置き、赤い液体を注そそいでゆく。


    「だからうちって、朝食がカレーになることがあったんですねー」


    「森もりさん大変ですね。恵ちゃんと聖せい羅らちゃん大だい迷めい惑わくですね」


    　口をつけるまえに香りを楽しみつつ、京夜は言った。


    「僕はそういうときにはレトルトカレー食べますね。うちは父さんと二人でよくオカンに夕ゆう飯はん抜きにされますんで、レトルト必ひつ須すです。常じよう備び食しよくです」


    「ほほう。それはうまいものなのか？」


    「空くう腹ふくは最高の調味料ですよ」


    「ほほう。こんど森さんに頼んでみよう」


    　二十四時間稼か働どうのメイドさん完備のおうちで、レトルトカレーは必要ないんじゃないかと思ったけど。部長が楽しそうなので黙だまっておく。


    「ところでカレーフラグはわかりましたが。ラーメンフラグっていうのは？」


    「ラーメンのフラグは、カレーとはまた別にあるんだよ」


    「はあ」


    「ラーメン食いたくなっちゃったときに、カレー食べても、消えねーだろ？」


    「ああ。なるほど」


    「私の研究によると──だ。ほかの食い物であれば満腹になれば消えてくれるが、カレー、ラーメンに関してだけは、それでなければダメなのだ。フラグが消えないのだ。──で、他にはどんなフラグがあるのかと、そういう話だ」


    「ようやく最初のところに話がやってきましたね」


    「おまえが聞いてないからいけねーんだ」


    　だから部長はそのへんぜんぜん話して──以下略。


    「で、他にどんなフラグがある？」


    「ぎうどん。けんた。はんばっが」


    　とつぜん、紫し音おんさんが黒くろ髪かみでそう言ってきた。いつものようにパソコン席で、こちこちかちかちと、マウスをクリックして、世界統一王者World Union Championさんをイジメて──もとい、稽けい古こをつけていて、聞いていないかと思ったら、やっぱりしっかり聞いていた。


    「ぎうどん？」


    「部長それ牛ぎゆう丼どんのことです。あとケンタッキーとハンバーガーのことです」


    「牛丼フラグ？　おれそれ知らね」


    「部長。女の子がおれとか言うのはどうかと思います。あと牛丼食べたことないですか？」


    「ふふふふ。私はあるのだよ。ぎうどんの実物を食しよくしたことが。……でもだめなんだ。二にー兄にぃが作ってくれるのだけど、なにか、ちがうんだ。……消えてくれないんだ。ふらぐが」


    　紫音さんの二番目のお兄さんは、たしか世界的料理人。そのお兄さんの腕前をもってしても、まったく同じ味は再現できないということだろうか？


    「やっべぇ。話してたら、なんだか食いたくなってきちまった」


    「そうですね。お腹なかすいてきましたね」


    「メグ！　夕ゆう飯はんパスすると森もりさんに連絡だ！」


    「はぁい」


    　姉のかわりに恵めぐみちゃんがぽちぽちとメールを打つ。部長はいつまでもメールが苦手だ。


    「二つ駅行ったところにショッピングモールあるだろ。あそこのフードコートに全部あるだろ。牛丼もケンタもハンバーガーも、あとカレーだってラーメンだって」


    　今日のＧグツＪジヨ部ぶの部活動は、みんなで外がい食しよく。フラグ消し作業となった。カレーとラーメンと牛丼とケンタとハンバーガーは、フラグがみんな別々だということが実証された。
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     フラグ
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    「なぁ。フラグって、あるじゃん」


    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　部長がぽつりと口にした言葉に、京きよう夜やは読んでいたライトノベルをテーブルに置いた。


    「部長それは昨日やりました」


    　カレー・ラーメンフラグがあるという話を昨日やった。そしてみんなでフードコートに繰り出していって、ぎうどん、けんた、はんばっが、と、各種フラグの実じつ在ざいまで立りつ証しようして、ぜんぶまとめて消去してきた。


    「いやいや聞け聞け。これは昨日のとは違うフラグの話だ」


    「こんどはなにを食べたいんですか？　赤い色の付いたアイスですか？　しゅわしゅわするコーラ味のラムネですか？」


    「なぜそこでお菓か子しの話になる？　まー。近いっちゃ近いけど。嗜し好こう品ひんの話ではあるわな」


    　なぜだかそこで、部長は、にまーという笑い。


    　京夜は背中に戦せん慄りつを覚えた。すっくと席を立ち、すーっと戸のほうに向かってゆくと──。


    「だめですよセンパイ♡」


    　先回りしたタマが、がちゃりと戸に鍵かぎを掛けてしまう。


    「フラグはフラグでも。今日のはキョロいじりのフラグのほーだ」


    　と、部長が悪い予感を肯こう定ていする。


    「ああ。あるねえ」


    　パソコン席の紫し音おんさんが背中で語る。マウスのカチコチが十倍速になった。世界統一王者World Union Championさんとの対戦を早めに片付けて、こっちの話題に参戦してくる意思表示だ。


    「なんかだめなんだよなー。それ以外の遊びじゃ解消されないんだよなー。──このフラグ」


    「そうだねー」


    「にゃー」


    　部長と紫音さんとタマと、凶きよう悪あくな笑えみが三つ並ぶ。


    「今日は京夜くんの日なんですかー？」


    　恵めぐみちゃんは天てん使しの笑顔を浮かべてお茶を淹いれはじめる。あれは京夜の苦く境きようが見えていない目だ。《天使アイ》には京夜の苦境は決して映うつってくれない。


    「──ということで、さあ踊おどれ。とりあえず《不思議な踊り》からだ。なんなら高速にキョドる《炎ほのおの貧びん乏ぼう揺すり》でもいいぞ？」


    「な。なんなんですかそれ」


    「いやだからさ。キョロいじりだよ。おまえ。オモチャな。私ら。遊ぶ人な」


    　部長はじりじりと迫せまってくる。京きよう夜やは同じだけじりじりとうしろに下がってゆく。


    　ついに背中が戸にあたる。


    「そ、それは僕もやっていいんでしょうか？」


    　追い詰められた京夜は、そう言い返した。反はん撃げきだ。だてに二年間も鍛きたえられていない。


    「──僕も、部長いじりしてもいいですか。フラグ立たせてもいいですか。部長のこと涙ぐませてもいいんですか」


    「いつ私が涙ぐんだよ？」


    「しょっちゅうですよ」


    「うん。そうだねえ」


    　紫し音おんさんが深ふか々ぶかと肯こう定ていする。


    「ちょ──シイ。てめこの。裏切りもの」


    「私は事実の証人だよ」


    「紫音さんだって涙ぐませていいですか」


    「ちょ──！　いつ私が涙ぐんだり──」


    「しょっちゅうですよ」


    「そうだな」


    　さっきのお返し。こんどは部長が深々と肯定する。


    「シイはしょっちゅうカワイイ生き物になってるな。半ベソこいてるな」


    「ひどい。真ま央おっ。裏切り者っ」


    「おまえがさきに裏切ったんだろうが」


    「なんですかそれタマだけやっぱり仲間外はずれですか。タマも仲間に入れやがれです。みそっかすいくないです」


    「おまえ。そんなに涙ぐませられたいのか？　──こいつチョロイよな。一いち撃げきだよな」


    「タマを弱気モードに入れるなんて造ぞう作さもないですね。オレマンになる必要さえありません」


    「なんですかー？　今日はオレマンの日なんですかー？」


    　人数分のカップがコタツに置かれる。恵めぐみちゃんが紅い液体を注ついでまわる。


    　紅茶の香りとコタツの誘ゆう惑わくに、皆で、ふらふら～とコタツに移動した。


    　コタツに全員が揃そろう。「ケンカしてる？」とかいう目で、じーっと観察を続けていた綺き羅ら々らさんも、ソファーからこちらにやってきた。


    　六人になってやや窮きゆう屈くつとなった〝ホームポジション〟で、皆でコタツにどっぷりと浸つかる。


    「フラグは消えました？」


    「あー。うん。なんか消えた」


    　くぴくぴとカップを傾かたむけつつ、部長が言った。


    　うん。平和がいちばん。
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     ＧＪ部部長である
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    「私がＧグツＪジヨ部ぶ部長、天あま使つか真ま央おである!!」


    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　部長が突然、いつものように奇き声せいを張りあげた。


    「ああ。はい。そうですね」


    　京きよう夜やは読んでいた本から目もあげずにそう言った。だって部長は部長なわけだし。


    「私がＧＪ部部長、天使真央である!!」


    　部長はまたおなじ叫さけびをあげる。京夜はようやく本をテーブルに置いて、部長を見つめた。


    「なんなんですか。それなんの遊びなんですか？　ルール教えてくださいよ」


    「私がＧＪ部部長、天使真央である!!」


    　そう訊きいても、部長はさっきとおなじことを、また叫ぶばかり。


    　京夜は紫し音おんさんに顔を向けた。肩をすくめて「さあ」とばかりに返してきた紫音さんだったが、突とつ如じよ、口を開ひらいて──。


    「私がＧＪ部参さん謀ぼう、皇すめらぎ紫音である!!」


    「わあ。はじまっちゃった」


    　京夜は言った。なんか新種の遊びが始まってしまったようである。


    「ねえ恵めぐみちゃん。これってルールわかる？」


    　ちょうど紅茶のポットを手に歩いてきた恵ちゃんに、そう訊いてみると──。


    「私がＧＪ部紅茶番、天使恵である!!」


    　恵ちゃんもニコニコ笑顔で遊びに突入してゆく。


    　湯ゆ気げをあげる赤い液体をカップに注ついでもらいながら、京夜は恵ちゃんを見上げた。


    「恵ちゃんの場合には、紅茶番っていうより、〝紅茶番長〟って感じだけどね」


    「私がＧＪ部紅茶番長、天使恵である!!」


    　言い直している。なにを言ってもおなじことを返してくるルールなのかと思いきや、意外とコミュニケーションも成立するっぽい？


    「ねえ部長。この遊び。こーゆー感じでいいんでしょうかー？」


    「私がＧＪ部部長、天使真央である!!」


    　いいらしい。


    　部長、紫音さん、恵ちゃんと来たなら、次の順番は──。


    　ソファーのところで、お肉を食べている綺き羅ら々らさんに顔を向けた。


    　まず綺羅々さんは、耳だけで応おうじてきた。体のほうでは、そのままお食事を続行中。


    　マンガ肉を両手で持って、ぱっくん、むぎゅー、ぶっちん、もぐもぐ、ごっくん──とやってから、彼女はウエットティッシュで手を拭ふき拭き。お行ぎよう儀ぎよく座り直してから、ようやく耳以外の箇か所しよもこちらを向いてくる。


    「わたし。…………。ぐっじょぶ。」


    「その微び妙みように空あいちゃってる間まのところはなんなんでしょう。思いつかなかったんでしょうか。それとも私イコールＧグツＪジヨ部ぶという主張でしょうか。俺おれがガンダムだ、みたいな？」


    「わたし。……が。ぐっじょぶ。である？」


    「はい。私がＧＪ部である!!　のほうですね。ありがとうございました」


    　綺き羅ら々らさんには、この遊びのルールは難しかったようだ。


    「部長。キララはＧＪ部だそうです」


    「私がＧＪ部部長、天あま使つか真ま央おである!!」


    　ＯＫだそうだ。


    「私がＧＪ部ポテチ番長、神かん無な月づき環たまきである!!」


    　最後の一人、タマが叫さけぶ。本当はタマの順番はないんだけど。ＧＪ部のローテーションは部長→紫し音おんさん→恵めぐみちゃん→綺羅々さんの四人で終わり。ミソッカスのタマに順番はこないけど。


    「あー。はいはい。ポテチなくなっちゃったんだねー」


    　タマのところに行って、新しいポテチの袋を開あけてやる。


    　なんでかタマは袋をうまく開けることができない。ごくまれに自分でチャレンジすることもあるのだが、かならず中身を四し散さんさせて大だい惨さん事じとなってしまう。


    　タマのところから戻ってきた京きよう夜やは、紅茶を飲んだ。


    　もうすぐカップが空からになるというタイミングで──。


    「恵ちゃ～ん。紅茶番長～っ。紅茶おかわり～」


    　京夜は恵ちゃんにそう言った。


    　お湯を注そそいで、蒸むして、約三分間──。


    「私がＧＪ部紅茶番長、天使恵である!!」


    「あー。今日はニルギリだね。これ好きなんだー」


    　香りをひと息吸いこんで、京夜は言った。京夜の好きな葉っぱだった。マイルドでくせがなくって、平和的敗はい北ぼく主義者の自分にも、ぴったり合っていると思う。


    「私がＧＪ部番長、天使真央である!!」


    「私がＧＪ部残念番長、皇すめらぎ紫音である!!」


    「私がＧＪ部紅茶番長、天使恵である!!」


    「わたしが。ぐっじょぶ。である。」


    「私がＧＪ部ポテチ番長、神無月環である!!」


    　なんかみんな番長になっていた。ま。いっか。


    　いつもと変わらぬＧＪ部の日常が、今日も過ぎてゆく。
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     風邪のとちゅう
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　ダルマストーブが時折ぱきりと薪まきのはぜる音を響ひびかせ、上にのったヤカンがしゅんしゅんと蒸じよう気きを噴ふいている。部室は冬の閑かん寂じやくに満たされていた。マウスのカチコチ音も響いてこない。


    「きょうはビリーさん。お休みなんですか？」


    　京きよう夜やは紫し音おんさんに訊きいてみた。いつもならパソコン席にいるはずの時間。しかし彼女はチェス盤ばんを開ひらいて、一人で白い駒こまと黒い駒と両方を動かしている。


    「うん。いま世界選手権の最さい中ちゆうだからね。防衛中だよ」


    　紫音さんは真ま顔がおでしれっとそんなことを言う。


    　まるで世界統一王者World Union Championさんが、本当に世界チャンピオンであるかのように言う。


    　まーたまたー、と突っこんでゆこうとした京夜は、ふと、口を閉とざして耳を澄すませた。


    　部室のどこからか──こんこん、けふけふと、咳せきの音が聞こえたのだ。


    　咳の出で所どころを探さぐる皆の視線が──。部室の一いつ箇か所しよで交差する。


    　ソファー席の綺き羅ら々らさんだった。


    　綺羅々さんは、視線を集めてしまった猫ねこがよくそうするように、つーんと、お澄まし顔をしていたが──。やがて限界がきて、けふっ、けふっと咳せきこんだ。


    　いまさらながらに気づいたが、なんと綺羅々さんは、今日はお肉を食べていなかった。ソファーの前のテーブルにもお肉は載っていない。


    「おいキララ。こっちこいよ」


    　部長がコタツの布ふ団とんをぱたぱたとやって、綺羅々さんを呼ぶ。綺羅々さんは言われるままおとなしくやってきて、コタツにはまった。


    　なんとなく元気がない。耳に見える癖くせっ毛も、ぺたんと寝ていて動かない。


    「キララ。風か邪ぜか？」


    　部長が訊く。綺羅々さんはゆっくりと首を振る。よくわからない、といった感じの返事。


    「こいつそういや風邪引いたことないって言ってたな。鬼おにの霍かく乱らんってやつだな。これは」


    「おにの……。かくらんは。けんこうなひとが。びょうきになること。だいじせん。より。」


    「今日は辞書引かなくていいですから」


    　京夜は綺羅々さんの手から辞書を取りあげた。コタツの上に置く。


    「さあドクター出番です」


    　白はく衣いを手に恵めぐみちゃんがやってくる。部室の隅の物置で、なにかごそごそ探していたと思ったら、深いところにしっかり封印しておいた白衣を見つけ出してしまったようだ。


    「それホントの病気のときにはやらないから」


    「えー？」


    「えー、じゃないから。──めっ」


    　そういや恵めぐみちゃんも病気になったことがない人だ。ものごっつい守しゆ護ご霊れいに守られているタイプだ。だとしたら風か邪ぜのつらさは知らないわけだ。


    「はい。綺き羅ら々ら。口を開あけてみて」


    　ペンライトを手にした紫し音おんさんが、綺羅々さんの口の中を照らしている。


    「……ふむ。扁へん桃とう炎えんではないね。鼻び咽いん頭とう炎えんでもなし。喉こう頭とう炎えんでもなし。熱もあまりないし。ウイルス性感かん冒ぼうでもなさそうだ。──つまりは風邪だね。暖あたたかくして寝ていればいいと思うよ。まあ素しろ人うと診察だからあまり信頼しないで。熱とかが出るようなら、きちんと医者に行くこと」


    「いまジル呼んどいたから。そのうち来るだろ。そしたらキララ。おま。今日はもう帰れ」


    　部長に言われて、綺羅々さんはこくこくとうなずいた。


    　恵ちゃんがホットココアを淹いれてくれる。そのカップを両手で包みこむようにして、綺羅々さんがくぴくぴと傾かたむけていると──。


    　どたどたどたと、木造校舎を揺らす勢いきおいで足音が廊ろう下かを近づいてきた。


    「My! sister!!」


    　大声をあげて飛びこんできたのはジルちゃん。


    「早っ。中学からここまで何秒だよ？」


    　部長が驚おどろいている。呼んでから到着まで、何秒というのは大げさにしても、ココアを淹れる程度の時間しか経たっていないはずだった。


    　心配してすがりつく妹に、綺羅々さんはしきりに「no problem」と繰り返していた。たぶん英語で「だいじょうぶ」の意味。


    　京きよう夜やは──というと、正直、身み構がまえていた。


    　ジルちゃんはちょっと苦手。悪い子ではないのだけど。「サムライマスター」とかいう憧あこがれ視線が、どうにも居い心ごこ地ち悪くて苦手なのだ。


    　とか思っていたら──。


    　ジルちゃんは、なんと一度も、京夜と視線を合わせなかった。


    「no problem」と主張しつづける姉を、彼女は強ごう引いんにおぶって帰ろうとした。体格的に無理でしょう、それは、とか皆が思ったのも一瞬のこと。綺羅々さんの大おお柄がらな体は、ひょいと軽かる々がると妹の背中にのせられていた。


    　さすが姉妹。ジルちゃん。なんと力持ち。


    　ぺこりと頭を下げて帰ってゆくジルちゃんを見送りながら、京夜たちは、ほっと緊きん張ちようが抜ける感覚を覚えた。


    　姉を想う妹の気き迫はくは、それほどのものがあったのだ。


    　そういえばジルちゃんって、姉を想うあまり太平洋を越えてきてしまった子であった。
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     風邪のまんなか
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　こんこん、けふけふと咳せきをして、部屋の沈ちん黙もくを破やぶった京きよう夜やは、皆の注目を集めてしまった。


    「なんだキョロ？　カゼか？」


    　コタツの向こう側から部長が訊きいてくる


    　手を伸ばしてティッシュの箱を探さぐりあて、二、三枚抜き取って、はなをちーんとかむ。


    「えー……？　だいじょうぶですよ。英語でいうとノー・プロブレムってやつです」


    「おまえ。なんかへんだな。……どれ？」


    　と、コタツを横断して、部長のおでこが接近してくる。


    「……すこし熱あるな」


    　長いこと触ふれあってくっついてしまったおでこをぺりぺりと引き剝はがしてゆきながら、部長はそう言った。


    「そうですか。やっぱカゼなのかな？　……なんだか寒さむ気けがします」


    「カゼだな」


    「あとなんか関節が痛いたいんですよね」


    「だからそれがカゼだって」


    「きょろ。かぜひいた？」


    　ソファーの綺き羅ら々らさんが、心配そうな顔を向けてきていた。


    　ついこのあいだ綺羅々さんが風か邪ぜを引いた。駆かけつけてきたジルちゃんに運ばれて退場していった。もうすっかり治なおって、お肉をぱくぱく食べている。食べられなかった日の分が余っているとかで、今日は豪ごう華かにも二種類盛り合わせだ。


    「カゼは人にうつすと治るって、あれって、ホントなのかね？」


    「僕にうつしてキララが治ったんだったら、よかったですよ～」


    「きょろ。きららのかぜ。うつった？」


    　部長の冗じよう談だんに笑いながら応おうじていたら、綺羅々さんが顔色を変えた。


    「あーいえ。よくある冗談です。言いません？　えーと。日本だけなのかな？　そういう迷めい信しんがあるのって」


    「でも。きらら。かぜ。ひいてないよ。」


    「え？　このあいだ風邪ひいて、ジルちゃんに背せ負おわれて──」


    「あれは。ちがう。」


    「え？　ちがったんですか？　風邪じゃないなら……、なんだったんですか？」


    「しみつ。」


    　綺き羅ら々らさんはくすっと笑った。秘密にされてしまった。


    「しかしキョロ。おまえのはそれ明らかにカゼだろ」


    「診察するかい？」


    　紫し音おんさんが冗じよう談だんめかして言ってくる。


    「おとなしく帰りますよ。暖あたたかくして寝ます」


    「キョロ。かぜひいたなう」


    　部長がつぶやいた。本当に口でつぶやいただけだが。──隣となりでは恵めぐみちゃんが、ぽちぽちと携けい帯たいに入にゆう力りよくしている。


    「みんなでくるそうですー」


    「みんな？」


    　京きよう夜やは自分の携帯を開ひらいてみた。ツイッターのタイムラインを眺ながめてみると──。


    『おおおおにいちゃんかぜひいちゃったの！　なんでどうして！』


    『What! happen!』


    『日頃の行おこないが出ましたね』


    　──と、この場にいない妹たちのつぶやきが並んでいた。


    「こっち来るからマテってさ」


    「えー……。僕……、帰っちゃだめなんでしょうか？」


    　待つこと十数分。部室の戸ががらりと開いて、妹たちが飛びこんできた。


    「お兄ちゃん！」


    「My samurai master!」


    　ロケットみたいな勢いきおいで飛びついてきた二人を受け止めて、京夜は数歩ほど、大きくよろけた。


    「お兄ちゃん！　うつして！　あたしにカゼうつして！　そしたら早く治なおるから！」


    　怖いくらいに献身的すぎる妹の提案。だけどそれ迷めい信しん。それさっき終わった話題。


    　ジルちゃんも英語でまくしたてるようになにか言ってくる。早口すぎてわからないが、たぶん霞かすみとおなじ内容。


    　ぷしゅー、と、横合いから突とつ如じよ、霧きりのようなものを吹きつけられた。


    　消毒スプレーだ。手を消毒するためのアルコールのアレ。吹きつけてきたのは──。


    「聖せい羅らちゃん。それ人に使うのと違うから」


    「姉様と姉さま。こちらに来てはいけません。風か邪ぜがうつってしまいます」


    《これいま完全消毒しますから》


    　マスク装そう備びの聖羅ちゃんが、部長と恵ちゃんとをかばうように立ち塞ふさがっていた。副音声のほうではすっかりバイキン扱あつかいされている。


    　妹たちの付き添いを受けて、京夜はその日は、おとなしく家に帰った。
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     せいくらべ
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    「あれえ？」


    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　立ち働く恵めぐみちゃんの脇わきを通りすぎた拍ひよう子しに、へんな声があがった。


    「どうしたの？」


    「あれあれ？　あれえ？」


    　なんかへんな声をあげつつ、恵ちゃんが不思議がっている。


    「おいキョロ。なにメグ困らせてるんだよ？」


    「いえなにもやっていませんよ。どちらかというと、困っているの、僕のほうで──」


    「ちょっと動かないでくださいね。京きよう夜やくん」


    　そう言う恵ちゃんが、なにをやっているのかというと──。


    　水平にかざした手を、自分のおでこと、京夜のおでことのあいだで往おう復ふくさせていた。


    　京夜はしばらく〝きをつけ〟の姿勢で立っていた。


    「うん。やっぱり。そうです」


    　恵ちゃんはしきりにうなずいている。なにか答えが出たらしい。


    「なにがそうなの？」


    　京夜は恵ちゃんに訊きいてみた。


    「やっぱり京夜くん、大きくなってますよぅ」


    「え？」


    「前はわたしとおんなじくらいでした。でもいまは京夜くんのほうがちょっとだけ大きいです」


    「背せ丈たけの話？」


    「だからそう言ってるじゃないですかぁ」


    　言ってない。恵ちゃん。言ってないよ。


    「前って一年生のころ？」


    「京夜くんがキョロ君になったころでした」


    　というと。それはまだ桜の花びらが残るような頃の話だ。もう二年も前の話だ。


    「ほほう。聞き捨ずてならんな」


    　部長が話題に参戦してくる。背丈の話は、部長のまえではやっちゃいけない禁忌タブーのひとつだ。


    「おいキョロ。おまえキョロのくせに成長するなんてナマイキだ」


    「いえさすがにもう止まっているものだと思ってましたけど」


    「あれだな。オレマンなんかになってるからいけないんだ。だから背が伸びたりするんだ」


    「ぜんぜんまったく関係ないと思います」


    「京きよう夜やくん殿との方がたなんですから。背は高いほうがいいですよぅ。女の子がヒール履はけなくなっちゃいますから。ねー紫し音おんさん」


    「そうだね。もう十センチほど伸びてくれるといいんだけどね」


    　パソコン席から紫音さんも参戦。


    「無理無理。無理ですって」


    「もう二十センチ。むり？」


    　ソファー方面から綺き羅ら々らさんも参戦。


    「無理です無理です」


    　紫音さんと綺羅々さんに、京夜は手を振った。


    「中学生のときに、一年で三十センチ伸びた年がありましたけど。あそこで終わっちゃったんですよ。僕の成長期」


    「その成長期、来なけりゃよかったのに。もう三十センチ低かったら、おまえ、私とお揃そろいくらいなんじゃねーの？」


    　おでこの上にかざした手を、水平にどしゅっと動かして、部長は京夜の鎖さ骨こつのあたりにチョップを入れてきた。かなりの本気チョップだ。


    　部長とお揃いの背せ丈たけの自分というものを、京夜はちょっとだけ想像してみた。ファミレスで子供椅い子すが必要な自分……。


    「悪いことばかりでもないんだぞ。子供料金で映画が観れるぞ。お子様ランチだって注文できるぞ」


    「部長。片方はそれ確実に犯はん罪ざいです。きちんと大人おとな料金払いましょうよ。あとお子様ランチのロマンはすいませんがわかりません」


    「メンドーなんだよ。バスだって電車だって、いちいち捕つかまるんだよ。お嬢じようちゃん。小学生は子供料金でいいんだよ。とか言われて半額返されるんだよ。だからはじめから子供料金で通ったほうがスムーズなんだよ」


    「どうせですから。みんなでせいくらべしませんかー？」


    　と、恵めぐみちゃんが定じよう規ぎとコンパスを用意して、壁かべに手招きしてくる。


    　旧校舎の文化部棟とうは、すべてが木造。歴史を感じる木の柱に、皆の背丈を記録してゆく。


    「にせん……、じゅうにねん……、みんなの……、せたけ、っと」


    　恵ちゃんがコンパスの先せん端たんの尖とがった針はりで、木の柱に書きこんでいる。


    「これタマもやるですか？　うちの柱、こーゆーのいっぱいですよ。弟おとうと妹いもうと弟おとうと妹いもうと。どれがどれだか、わかんないですよ」


    　いちばん高いところから、順に並べると──。


    　綺羅々さん、紫音さん、京夜、恵ちゃん、タマ──という順番になった。そしていちばん下になるのは、やっぱり部長だ。
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     男子の日
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　京きよう夜やが戸を開ひらいて、部室に入ってゆくと──。


    「よー。来たな。遅えじゃん」


    「やあ。遅かったね。京きよう子こ君。きょうは委員会の仕事でもあったのかな」


    「おっす。おら。きらら。」


    「おっす。おら。めぐみ。」


    「センパイ。おっせーぞー。がおーだぞー」


    　なんか男子が五人いる部室に入ってしまった。


    「すいません。間違えました」


    　京夜が回れ右して出て行こうとすると──。その足に、二、三人ほど、しがみついてきた。


    　足がひどく重たい。


    「すいませんが離してくれませんか。歩けませんので」


    「こらこらこら。冷たいやつだな。これだって部活動だぞ」


    「いえ僕には男性の友人などおりませんので」


    「なんかいまコイツさらりとモノスゲーこと言ってねえか？　女の友達しかいねーとか、そーゆーイミの」


    　そのあたりで京夜はようやく抵てい抗こうをやめた。


    「いったいなにやってるんですか。──部長！　ていうか。みんなも！」


    「なにって？　……だから部活動だろ」


    「きょうはー。男のコの日なんですー」


    「コスプレを部活動にするのは、僕は前にも言いましたが反対です。だいたいなんですかその男の子の日っていうのは……」


    　京夜は皆の格かつ好こうを順番に見ていった。


    　学ラン。学ラン。学ラン。学ラン。そして紫し音おんさん一人だけブレザーとなっている。いや。この場合〝紫し朗ろうさん〟というべきだろうか？


    　男の子の服を着ているだけではなく──。髪かみ型がたも男の子っぽくセットして、なんか全員で男だん装そうをしている。


    「おまえを鍛きたえてやると言ったろう？　──さあ！　おまえのＧグツＪジヨ部ぶ魂だましいを燃えあがらせろ！」


    「コスプレ部活動では〝萌もえあがる〟のほうになると思います。たぶんそれ字が違ってます」


    「なんだヨ？　似合わねーってか？　けっこー似合うと思うんだがなー」


    　ちがう。そうじゃない。


    　ふだん見たこともない皆の格かつ好こうに、どきどきしてしまうから、だからだめなのだ。


    　正直言って、京きよう夜やは反対だ。


    「私はな──真ま王おうと書くのだ。さあ。まおー様と呼べ」


    「まんまじゃないですか。いつもとかわってませんよそれ」


    「私は──」


    「紫し朗ろうさんですね」


    「おらは──」


    「恵めぐみと書いてケイって読むんでしょうね」


    「きらら。は。ら。をとろう。」


    「ああはい。〝ラ〟を一文字取ってキラって名前なら、男子でもアリですね」


    「タマは──」


    「どうでもいいよ」


    「ひどい！　センパイひどすぎます！　もっとかわいがりやがれです！」


    「ごめん僕、男の子にはけっこう冷たいんだ」


    　京夜はすたすたと部室を横断して、丸テーブルの席に、どすっと腰を落とした。


    　そのままマンガ雑誌を広げて、読みはじめる。


    　皆は男だん装そうを解とくつもりはないようだ。そのままの格好で談だん笑しようをはじめる。


    　マンガを読むふりを続けながら──。京夜は、ちらりちらりと、皆のほうを盗ぬすみ見ていた。


    　こーゆーの。はじめて見る。なんかギャップがすごい。


    　わー。きゃー。ひゃー。


    　男の子の部長は凶きよう悪あくにカワイイ。ボーイッシュなチビっ子だけど。やっぱり女の子だ。まつげ長すぎ。紫朗さんはカッコ良さに磨みがきが掛かっている。あの姿でいつもの口く調ちようの、「可愛かわいいね。キミは」とか言われちゃったら──。恵けいさんは学ランの勇ましさと女の子らしさとが相まって、はじめて会う娘とボーイミーツガールしてしまった気分。体育祭で女の子が〝応援団〟をやるけれど、あれってゼッタイ反則だと思う。キラさんは、うん、学ランに押し包んではいても、そのプロポーションまでは隠せていない。曲線が滲にじみ出てしまっている。いやちがうんだこれは。べつにそんな目で見ているわけではなくてね。


    「さて。──おまえも充分に鑑かん賞しようしたわけだし。つぎは我われ々われが鑑賞する番だな」


    　京夜はダッシュした。一生の中でも会かい心しんの瞬しゆん発ぱつ力りよくだったと思う。


    　だが遅すぎた。五人全員のタックルを受けて、引きずったまま走りきれるパワーは、京夜にはなかった。べしゃりと潰つぶされる。


    「さあ。京きよう子こ君。部活動の時間だよ。今日もまた、いい声で鳴いてくれるかな」


    　衣装の詰まった紙袋を持って、紫朗さんが迫せまる。


    　京夜は世にもおぞましい悲ひ鳴めいをあげた。
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     じゃじゃじゃじゃーん！
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    「じゃじゃじゃじゃーん！」


    　いつもの放課後。いつもの部室。


    「あい。タマおはよー」


    　戸を開あけるなり奇き声せいを発してポーズを取るタマを、京きよう夜やはさらりといなしてマンガに戻った。


    「見るですよ！　そしてクイズに答えるがいいです！　突然開かい催さい！　どんどんぱふぱふー！」


    「そーゆーの。部長だけでいいから」


    「じゃじゃじゃじゃーん！　じゃじゃじゃじゃーん！」


    「おい見てやれよ。帰っちゃうぞ」


    「帰りませんよ。しばらくほっといたら、おとなしくなって、ポテチ食べはじめますよきっと」


    　部長と二人、マンガ雑誌から顔も上げずに会話する。タマのこのシリーズはもう四回目だ。一回ごとに「じゃ」のところが増えていって、今回は「じゃじゃじゃじゃーん」になっている。


    「じゃじゃじゃじゃーん!!　じゃじゃじゃじゃーん!!　じゃじゃじゃじゃーん!!」


    「あーもう。うっせー」


    　部長が根こん負まけした。鳴りやまない目覚まし時計に、仕し方かたなくそうするように、タマに向かう。


    「なんだよ。また引っかかったのかよ。おまえ。こんどはなんのバッタモンなんだ？」


    「ふふふのふ。それこそがクイズなのです」


    「おい。なんだかいつもと違うようだぞ？」


    　ついついと、部長に袖そでを引っぱられ──京夜もようやくそっちに顔を向ける。


    「じゃじゃじゃじゃーん！」


    　スカートの下にジャージを穿はいたタマが、くるりんと回ってポーズを取る。


    「タマそれ。ロゴのところ隠してあるけど」


    　腰のあたりについてるログのマークに、紙が貼はり付けてあって覆おおい隠してある。


    「そうです。隠さなければクイズにならないのです。さあこのバッタモン・ジャージの元メーカーは、いったいどこでしょーっ!?」


    「なんだか痛いたいクイズだな」


    「バッタモンだってことには、自分で気づけたんですね。これまでより進歩してますよ。そこ褒ほめてあげましょうよ」


    「いつも思うが。おまえその上から目線。スゴいよな。ホント。シビれるよ憧あこがれるよ」


    「クイズと聞いては、私も参加しなくてはならないね。──しかし。難問だねこれは」


    　紫し音おんさんもやってきて、しゃがみこむ。


    「私はお手上げだ。詳くわしくねーもん」


    「僕だって詳くわしくないですよ。三本線なのって。どこでしたっけ？」


    「スポーツ用品のカタログを一度でも見ておけばよかった。そうすれば答えられたのだけど」


    「お茶の用意しときますねー」


    　皆が口々に言う。はじめからリタイアしている恵めぐみちゃんとは違い、タマのクイズに付き合う意思はあるのだが──しかしこのクイズ。難なん易い度ど高すぎ。バランス悪すぎ。さすがタマ。


    　そんななかで、一人、じぃーっと本気の眼まな差ざしを向けているのが、綺き羅ら々らさん。


    　タマの前にしゃがみこんで、ジャージを観察している。生き地じの色を見たり、線の太さを見てみたり、通つうには通のチェックポイントがあるようである。


    　ややあって、綺羅々さんは──。


    「もとは。ぷーま。で。それは。くーま？」


    「あたり！　あたりです！　トラねーさんすごいです！」


    　べりっと紙を剝はがす。そこには「Kuma」の文字。ぴょーんと跳とんでる精せい悍かんなクマの絵だ。


    「じゃあ次のはわかりますか！」


    　タマはズボンを脱いだ。下からはもう一枚──ジャージのズボンが現あらわれる。


    「ないき。で。それは。みく？」


    「あたり！　あたりです！」


    　こんどは「NIKE」ならぬ「MIKU」。緑の糸でツインテールの少女の図ず案あんが刺し繡しゆうしてある。


    「じゃあこれはわかりますか！」


    　タマはまたジャージを脱ぐ。いったい何枚重かさね穿ばきしてきたのか。


    「おま。何枚ジャージ買ったんだよ」


    「お年玉いっぱい貰もらったから、ショップに行ったですよ。そしたらまた全部ハズレでしたよ！」


    「こんなに買うなら、本物、買えたんじゃねーの？」


    「タマだって本物ほしいですよ！　バッタモンもう勘かん弁べんですよ！」


    「いつものディスカウントショップで買うからだと思うよ」


    「じゃあどこで買えばいいっていうんですか！」


    「どこでって……。普通にスポーツ用品店とかじゃないの？　ああそうだ。直ちよく営えい店てんとかで買えば、絶対確実に、間違いないんじゃないかな」


    「直営店っ!?　そんなのあったのですかーっ!?」


    　タマの残念な叫さけびが部室にこだまする。


    「とにかくタマはもう一人でバッタモンを見分けられます。だから安心して卒業しやがれです」


    「私らなにもおまえのバッタモン指し摘てきするためにいるわけじゃないんだがな。ていうか見分けられるんなら、買う前に気づけよ」


    　部長が、至し極ごくもっともな指摘をする。


    　タマもタマなりに、部長たちの卒業について、考えているようだった。
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     マッチ擦りの少女
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    　冬のさなかの、いつもの部室。


    「センパイ。ストーブつけてくださいよ」


    　タマの声がかかる。やけに寒いと思ったら、ストーブ様がお働きになっていない。黒々とした鋳ちゆう鉄てつ製せいのダルマストーブは、火をくべても赤せき熱ねつしたりしないので、燃えているのかいないのか、ぱっと見では区別できなかったりする。


    「ん。待って」


    　京きよう夜やはコタツを出てストーブのほうに歩いていった。


    　ストーブ着ちやつ火かの儀ぎ式しきには、けっこうなテクが必要だ。ごろんと生なまのまま存在する〝薪まき〟という物体は、なかなか燃えあがってくれない。いったん火がつけば一個で二時間近く保もってくれるのだが、その儀式がたいへんなのだ。


    　以前は部長と紫し音おんさんだけの秘ひ儀ぎであったが、最近は、京夜も習しゆう得とくした。まず紙かみ片きれや細い枝から燃やしはじめて、だんだんと、太い枝や大きな丸太に、火を移してゆくのがコツだった。


    「どーれ」


    　ダルマストーブの前にかがみこんで、右手に着火用の長いライター。左手に細い枝を持つ。


    　隣となりにはタマがしゃがんでいる。わくわくする目で京夜の手元を見つめてきている。


    「……あれ？」


    　ぱちんぱちんと、ライターのレバーを引くのだが、火が出ない。


    　明かりにすかしてみると、ガスが入っていなかった。


    「あれれ……。切れてた。買ってこないと、これだめだね」


    　期待する目のタマには悪いけど、ライターがないのでは、火はつけられない。


    「そこにマッチあるじゃないですか」


    　タマがそう言った。


    　薪のカゴの手前に、たしかにマッチの箱は置いてある。


    　だが……。


    「いや。あのね。マッチは。……ちょっとね」


    「センパイ？　マッチすれないですか？」


    「いや。まあね。べつにそうと決まったわけでもないんだけどね。なんていうのかな。苦手といえば苦手であるのかもしれないね」


    「どっちなんですか」


    　タマの目線が突き刺さる。痛いたい痛い痛い。


    　じつはマッチはつけたことがない。でも後こう輩はいに頼られている手前、それを言うのも……。


    「し……、紫し音おんさ～ん」


    「うん？　なにかな」


    　パソコン席から黒くろ髪かみが答えてくる。最近、弟で子しの上じよう達たつが著いちじるしいのか、紫音さんが日課にかける時間はどんどん長くなっている。以前はノータイムで打っていた指し手に、数秒とか、考えていることがある。負けるようなことはないものの、だいぶ手こずらされているようだ。


    「これー……。ライターなくなっちゃったんですけどー……」


    　先せん輩ぱいぶるのはすっかりやめにして、素す直なおに先輩に助けを求める。


    「うん？　キミは着火の方法はもう習しゆう得とく済みではないのかな」


    　とことこと歩いてきた紫音さんは、スカートを押さえてしゃがみこんだ。


    「いえ。つけかたはわかるんですけど……。でも……。だからライターが」


    　かち。かち。かち。つかないライターを鳴らしてみせる。


    「うむ。ならばライターを買ってこないとね」


    　黒髪を揺らして、紫音さんは深ふか々ぶかとうなずいた。


    「だからマッチあるですよ。なんで二人ともマッチ使わないですか？」


    「いや。その」


    「だから。えーと」


    　タマの問いに対して、京きよう夜やは紫音さんと二人して、はっきりしないリアクションを返した。マッチが使えないことと、それを言えない理由とは、紫音さんも京夜と同じだったようだ。


    「マッチじゃ。ストーブ。つけられないですか？」


    　箱から一本を取りだすと、タマは鮮あざやかな手つきでマッチを擦すってみせた。


    　しゅぼっ、と、白はく煙えんを吹きあげて木の軸じくが燃えさかる。


    　京夜は紫音さんと二人して、わーっと、燃えるマッチを眺ながめていた。なんかいま一瞬、花火みたいだった。すごかった。


    　手首のスナップの一振りで、タマは、火を消す。


    　つけるときも消すときも、手て慣なれた仕し草ぐさだ。


    「慣れてるんだね……。タマ」


    「タマ毎日何十本もマッチするですよ。ロウソクいっぱいつけていっぱい消すですよ。どうせ消すならつけなけりゃいいのに。毎日毎日。面倒なのです」


    　カッケー！　タマ！


    　そういえばタマのおうちは、神社もしくはお寺もしくは教会だった。


    「もいっかい。もいっかい」


    　京夜はおねだりをした。隣となりでは紫音さんが〝しおんさん〟と化していた。京夜は〝しおんさん〟と二人で、おなじ顔になってタマにおねだりをした。


    「もっかい。もっかい」
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     ネコミミ
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    　卒業式の足音が聞こえはじめた、そんなある日のこと。


    「なぜいままでこれをやらなかったのか！」


    　部室の戸をがらりと開あけて、猫ねこの耳のついたカチューシャを手に、部長が部屋に入ってくる。


    「どうしたんですか。それ」


    「アインツバインで売ってた」


    「はい？　あいん……？」


    「ほらガッコの帰り道に店があるだろ。前にみんなで寄ったろ。最初にあの店寄ったときには、おまえもいたろ。なんか買ったろ。つまんねー普通のカサとか買ってなかったっけ？」


    　いっぱいヒントをもらって、ようやく記憶の底から思い出が浮かびあがってくる。


    「ああ。ファンシー女じよ子しの館やかたですか」


    「なんだそりゃ？　じょしのやかた？」


    「ああ。いえ。僕がそう呼んでるだけでして。忘れてください」


    「安かったんで買ってきた。このネコミミ・カチューシャ！　単品だと三百円だが、ネコシッポと、にくきう手袋と、鈴すず付きチョーカーと、四点セットで、なんと税込み九百八十円！」


    「クリスマスの売れ残りでしょうかね」


    「みごとにカモられちまったナー」


    　部長と談だん笑しようしているその脇わきを、すいっとタマが通り抜けてゆく。


    「──って、おいこらタマ！　こらマテ。どこへ行く！」


    　首根っこを摑つかまれて、タマはじたばたしていた。体重の足たりない部長は引きずられてゆく。


    「観かん念ねんしたほうがいいよ。タマ」


    　部長はネコミミ・カチューシャを持って来ただけだ。それをどう使うつもりだとか、まだひとことも言っていない。しかしタマは早くもそれが自分に使われるものだと察し取っていた。


    　さすがタマ。京きよう夜やが長年かかって身につけたのと同じレベルの危き機き察さつ知ち能力を持っている。


    「せっかく買ってきたんだ。ちょ～おっとくらい着けてみたって、バチは当たんねーだろ？」


    「ヤですよ。つけませんよ。タマ猫じゃないですよ」


    「着けないなら税込み九百八十円！　かーえーせー！」


    「まーちゃんセコイですよ！　だいたいタマそんなの買ってきてくれとか言ってないですし。使ってないなら返しに行けばいいじゃないですか」


    「やだよ。寒いし」


    　戸口で二人が言いあっていると──。


    「お茶が入りましたよー」


    「ああ……。あたたかい……」


    　コタツのところですっかりくつろぐ〝しおんさん〟の湯飲みに、恵めぐみちゃんが、ちょろちょろと急きゆう須すでお茶を注そそいでいる。じつは今日のお茶は「紅茶」ではない。コタツにミカン。そしておせんべい。和のメニューに合うのは、やはり日本の緑りよく茶ちやだ。最近、恵ちゃんは、日本茶の淹いれかたもマスターしつつあるのだ。


    「うん。やぶきたは、やっぱりいいねえ」


    　どてらを着こんで丸く膨ふくらんだ紫し音おんさんが、湯ゆ気げを手で包みながら、ほんにゃりと言った。


    「あー。寒かった」


    　部長がコタツにまっしぐら。恵ちゃんもお茶を淹れおわると、すぽんと一いち面めんにはまりこんだ。綺き羅ら々らさんは最初からそこにいるし。タマはその綺羅々さんの膝ひざのうえが定位置だ。


    「ほらよ。キョロ」


    　部長がくいっとお尻しりを持ちあげて誘さそってくる。いつもながら京きよう夜やはドキッとする。


    　皆でコタツに入るときのポジションは、だいぶ前に決まっていて……。部長は京夜の膝の上になるわけだが……。いまだに、どーにも慣なれない。部長のほうは慣れきっていて……。京夜のおなかを背もたれがわりにして、すっかりくつろいでいらっしゃるわけだけど。


    「おまえ。ネコミミそんなに。いやなのかよ？」


    「イヤじゃないですよ。気に入らないだけで。タマ猫ねこじゃないですから。猫にしようとかいうクワダテには、ＧグツＪジヨ部ぶダマシイで、ハンコーしているだけです」


    　おせんべいをばりばりと嚙かみ砕くだきつつ、タマが言う。


    「いやそこおまえ。ＧＪ部魂だましいなら、ノリノリにやるべきだろ」


    　ＧＪ部魂の定義はなにやら各員で違うものらしい。まあそれもＧＪ部的ではあるけれど。


    「似合うと思うんだけどなー？　──なあキョロ。おまえどー思う？」


    　すぐ真ま下したから、部長のカオに見上げられる。京夜は顔をそむけると、口を開ひらいた。


    「かわいいと思いますよ。ああでも。タマが本気を出したら凶きよう悪あくすぎますよね。可愛かわいすぎて生きてるのがつらくなりそうです。だからやらないほうがいいのかな」


    「そ……、そですか。じ、じゃあ……。やるです」


    　あれれっ？　やらないでいいよと言ったつもりだったのに──。タマはなんでか乗り気になってしまった。


    「あれ？　猫耳と猫シッポ。どこやったですか？」


    　そのへんにあったはずのネコミミを、タマは捜していた。だがなぜか見当たらない。


    「誰だれか知らないです──。えっ!?　──えうっ!?」


    　紫音さんのほうに顔を向けたタマが、妙みような声とともに固まった。


    「にゃあ♡」


    　ネコミミを着けた紫音さんが、手首をくいっと曲げて、照れ照れのカオで猫まねきしていた。
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     きゃーきゃー

    


    [image: ]


    「ねえ部長。どうして女の子って、きゃーきゃーいうんでしょう？」


    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　何の気なしに、京きよう夜やは素そ朴ぼくな疑問を口にした。


    「いつ私がきゃーきゃー言ったよ？」


    「いえ部長とかのことでなくてクラスの女じよ子しとかのことですけど。やだぁーボールとれないきゃー！　とか言うじゃないですか。たとえば体育のときとかに」


    「ああ。そういやそうだな。なんか言うよな」


    　思いあたるふしがあるのか、部長は大きくうなずいた。京夜は自信を持って話を進めた。


    「神かん崎ざきさんとか新しん城じようさんとか、いっつもきゃーきゃーやってますよ母おや娘こでもって」


    「なんで同じクラスに親子がいるんだ？」


    「さあなんでか知りませんけど新城さん神崎さんのことママって呼ぶんですよね。それであの超ちよう雄おす・新城君のほうがパパなんですよ。うちのクラスではもはや公こう認にんの親子です」


    「ヒカリちゃんお友達ですー」


    　恵めぐみちゃんが振り向いて言ってくる。京夜はうなずいて返した。恵ちゃんはお友達の新城ヒカリさんのところに、しょっちゅう遊びにきている。だが不思議と京夜とは会話がない。すぐ隣となりのクラスではあるけれど、部室以外ではあまり話さない。


    「部長。結婚式やったじゃないですか。ＧグツＪジヨ部ぶの部活動でもって。ええと……、ほら一昨年の文化祭。覚えてませんか？」


    「そういややったなぁ。なんか愉ゆ快かいなやつがきたよな。土ど下げ座ざしにきて、邪じや魔ましないでくださいって言うから、手伝いを──」


    「だからその愉快な人が新城君ですってば。パパで超雄です。いいかげん覚えてあげましょうよ。……まあいいですけど」


    「そういうの世間ではなんというのだっけ。ええと。〝デキちゃった婚〟だったかな？」


    　パソコン席の紫し音おんさんも話題に参加してくる。


    「禁止！　禁止っ！　生なま々なましい話題！　そおいうの大、禁、止っ！」


    　部長は紫音さんの背中に指を突きつけて、糾きゆう弾だんをはじめた。


    「いえですからべつに本当の親子でもないですってば。高校二年の男女にどうやったら高校二年の子供ができるっていうんですか」


    　部長はえちいの苦手なひと。ちゅー以上の行為がすべてＮＧリストに載っているひと。


    「誰だれだよ話脱だつ線せんさせたの！　元に戻せよ！」


    　それ部長なんですけど。と思いつつ、京夜は話を元に戻した。


    「だから女じよ子しとかって。きゃーやだーこのイチゴミルク超おいしくなーい？　やばくねやばくね。きゃーきゃーきゃー。とか。最初と最後に〝きゃー〟つけてよく話していません？　ちなみにこれはうちのクラスの黒い三さん連れん星せいですけど」


    「鳴海なるみはいわんぞ。新製品をずずっとすすって、〝よし〟とかうなずくだけだぞ」


    「ああ。あのひとはそっち系じゃなさそうですね。ぴしっとしてますし。だから普通の女子の話ですってば」


    「ほほう。私らは女の子じゃないんだとさ。どうするね。シイ先生」


    「それは大問題だね」


    「ちょ──なんでそっちに飛び火するんですか。話を元に戻しましょうよ


    「激しく脱だつ線せんさせたのはおまえだろうが。超ちよう雄おす親子と鳴海まで出したろうが」


    「鳴海さん出してきたのは、それ部長なんですけど」


    「これは私の天才性に対する挑ちよう戦せんだね。私は一度目にしたあらゆるものを学習可能だ。よって女の子の〝きゃーきゃー〟であろうと、もちろん身につけることができるとも」


    　紫し音おんさんがなんか言う。


    　マウスをカチコチやりつつ──。


    「きゃーきゃーほらビリー、きゃー、ほらーチェックメイト。きゃー」


    「きゃーやだーお茶おいしーい」


    　部長も紅茶をくぴくぴやりつつ、きゃーきゃー言いはじめる。


    「きゃーやだーお茶なくなっちゃったー。メグー。おかわり。きゃー」


    「きゃーきゃーお茶注つぎますねー。きゃー」


    　恵めぐみちゃんまで、なんでか〝普通の女子〟をやっている。


    「なんか違います。なんだかぜんぜん痛いたいです」


    　京きよう夜やは冷静に裁さい定ていを下くだした。


    「ダメ出しされたぞ。我われらの女じよ子し力りよくが試ためされているぞ。──さあやれ。キララ」


    「きゃぁ。きゃぁ。」


    「もっとぜんぜんはるかにだめです。キララがきゃーとかいうのまったく想像つきませんよ。ニャーならちょこっとは想像つきますが」


    「これタマもやるですか？　だったら先生呼ぶですよ。アンコいっつもきゃーきゃーやってるです。きゃーきゃー四段です」


    「四段か。ならばぜひ教えを請こわねばな」


    「ええとすいません。誰だれか僕の当初の疑問に答えてください。なんで女の子はきゃーきゃー言うんでしょう？」


    「だから講師を呼ぶまでマテといまそう言った。考えるな。感じろ」


    　今日のＧグツＪジヨ部ぶの部活動は、講師付きとなるようだった。
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     ライトユーザー
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　ＧグツＪジヨ部ぶの本棚のほうから、あれー、あれぇー、という声が聞こえてきた。


    「なに捜しているんですか？　部長」


    「見てわからんのか。二巻を捜してるんだよ」


    　ふつうそういうことは見てもわからないものじゃないかと思いつつ、京きよう夜やはさらに質問を重かさねた。


    「タイトルはなんでしょう？」


    　ＧＪ部の本棚に納おさまっている本は、その出しゆつ自じは様々であるが、小説であれば、ほとんどは京夜が持ちこんだものだ。少年マンガだとおもに部長。少女漫画は恵めぐみちゃん。経済書とか哲学の本だと紫し音おんさんといった具合だ。


    「それがわかってたらもう見つかってるとは思わんのか」


    　捜しものを続けながら部長は髪かみの毛で答えてくる。


    「それもそうですね。じゃあ作家名くらいはわかります？」


    「そんなもん覚えてるわけねーじゃん！」


    　振り返った部長は、声を荒あららげて決めつけてくる。


    「えー……？」


    　必要以上に大きかった声に、部長はちょっと反省した顔になる。普通の大きさでもういちど言ってくる。


    「……フツーそんなの覚えてるやつはいねーと思うぞ」


    「えー……？」


    　京夜にはどうも合が点てんがいかない。普通、作家名から入るものだと思うんだけど。


    　まあそれはそれとして。


    「どんな表紙の本でした？　ていうかそれ。小説で。ライトノベルでいいんですよね？」


    「ん？　うむ。文字がいっぱいだったな。そんなような覚えが、かすかにあるぞ」


    「てゆうか覚えていてくださいよ。小説なのかマンガなのかくらい」


    「タイトルも作家もわからないんだとすると……。ああ。表紙です。表紙はどんなのでした？」


    「うーん……」


    　部長は腕組みをしたまま考えこんでいる。


    「いろいろあるじゃないですか。女の子がピンで立ってるとか」


    「ピン？」


    「ああ一人で立ってるっていう意味です」


    「せ、専門用語だな。こ、コアだな」


    「それはいいですから。どうなんでしょう。女の子一人で立ってました？　背はい景けい白で？　あるいは背景黒っぽいですか？　それでだいたいラノベは二つに分割できます。そこ重要です」


    「女の子が一人で立っていた……ような気がするぞ」


    「ふむふむ。なるほど」


    　京きよう夜やは立ち上がると、本棚のまえに移動した。


    「そうすると、このへんからこのへんまでは除じよ外がいですね。このあたりストーリー系ですから」


    「そうだ。ひとつ思いだした。──なんか剣けんみたいなの持っていたぞ！　どだ！　これは重要な情報だろう！　これで見つかるはずだ！」


    「ぜんぜんですよ」


    　まるでわかっていらっしゃらないライトユーザーの部長に対して、京夜は言った。


    「剣みたいなのっていったって、いっぱいありますよ？　それは木ぼく刀とうですか？　日に本ほん刀とうですか？　洋風のレイピアですか。ブロードソードですか。それとも魔ま法ほう剣けんの類たぐいですか。あるいは斬ざん馬ば刀とうみたいなものですか？　ちなみにこれぜんぶ別シリーズなんですけど」


    「あ……、う……、い……、いっぱいあるんだな」


    「なのでどの剣だったのかわからないことには、その情報はあまり役に立ちそうにありません」


    「ぼ……、木刀……だったような気がする」


    　部長からの情報を元に、京夜は捜そう索さくを行おこなった。


    　ずいぶん長いこと掛かってから、ようやく、目当ての本は見つかった。


    「おー！　これだこれだ！　でかしたぞ！　キョロ！」


    「表紙で木刀持ってませんでしたけどね」


    　木刀振り回していたのは、表紙ではなくて、中の挿さし絵えのほうだった。部長にそっくりな、気の短くてちっちゃな女の子が出てくるラブコメだ。どっと疲つかれを覚えた京夜だったが、見つかった本を手にしてニコニコと喜よろこぶ部長を見ていると、文句を言う気もなくなってゆく。


    「はーい。キャラメルマキアート淹いれましたー」


    　疲れた心と体に、恵めぐみちゃんの淹れてくれた、甘～いドリンクが染しみわたる。


    「よし！　今週でぜんぶ読どく破はするぞ」


    　本をぎゅーっとお腹なかに抱だきしめる部長に、京夜は、ふと口を開ひらいた。


    「あ……。でも部長。それってたしか最終巻の十巻目に、ちゅー、ありましたけど？」


    　部長は〝ちゅー〟が苦手なひと。キスシーンがあるとそれだけで拒きよ絶ぜつ反応が出ちゃうひと。


    「なにいぃ！」


    「だからほら。十巻目だけ、危険物のほうの本棚に……」


    「またわたしは最終巻だけ読めないのか！」


    　部長は憤ふん慨がいしていた。常じよう人じんには理解できない類いの怒いかりだった。
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     コタツミカン
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　どっぷりとコタツに浸つかりながら、京きよう夜やはミカンに手を伸ばした。


    　部長と差し向かい。コタツの上のカゴから一個ずつミカンを手に取って、皮を剝むきにかかる。


    「やっぱ冬はコタツでミカンだよなー」


    　部長はそんなことを言いながら、ミカンを剝いている。


    「部長コタツに入ったの去年からじゃないですか」


    　天あま使つか家けには暖だん炉ろはあるがコタツがない。去年、部室にコタツ様がやってきて、そこで初めてコタツに入ったはずである。


    「ばかおまえ。もう年かわってるぞ。だからそいつは一昨年のことだ」


    「それにしたって部長のコタツ歴は二年もないですよ。ちなみに僕のコタツ歴は十五年です」


    「きいてねえし。自じ慢まんしろとか。もっと言ってねえし」


    「タマんち掘ゴタツあるですよ。ここ狭せまくて、もぐりにくいのです」


    　コタツの中から、タマがにゅっと出てきてそう言った。ぷるぷるぷると首を振ってて、汗あせばんだ髪かみの湿しつ気けを払っている。コタツに潜もぐっていたら、そりゃ、暑くなるだろう。だけどそもそも、コタツって、潜るものじゃないと思うんだけど。


    　タマが口を開あけて待っているので、最後の一粒をタマの口に入れてやり──京夜は二つ目のミカンを手に取った。


    「ところで部長」


    「なんだ」


    「ちまちましたの、苦手じゃありませんでしたっけ？」


    「苦手だぞ」


    　京夜が訊きき、部長が答える。いったいなにに関して訊たずねたのかといえば──。京夜が一つ目のミカンを食べ終わるまでに、部長が一粒も食べていない件けんについて──である。


    　皮を剝いたあと、部長はず～っと、ミカンの粒から糸くずを取っている。


    　ちまちま、ちまちま、ちまちま、ちまちまと、袋のまわりについている糸状の繊せん維いを、入にゆう念ねんに取り除いている。天てん井じようの蛍けい光こう灯とうに、一粒をかざし──。ためつすがめつしてから──。


    「よし」


    　ようやく一粒を口に入れた。


    「やっぱコタツにはミカンだよなー。うまいよなっ」


    　平和主義者を自じ認にんする京夜ではあったが、これにはちょっとばかし異い論ろんがあった。


    「もっとぱくぱく食べたほうがおいしいと思いますよ」


    　また部長は、ちまちま、ちまちま、ちまちま、ちまちま──と、一本も見み逃のがすまいという執しゆう念ねんで、ミカンの粒から糸くずを取り除く作業に取りかかる。


    「それ食べられますよ」


    　京きよう夜やが話しかけても、部長はだんまりを決めこんでいる。


    「ほら部長」


    　京夜はミカンを一粒、部長にさしだした。口元に近づける。だが部長がついっと顔を背そむけるものだから、ミカンはほっぺたに命めい中ちゆうしてしまった。


    　そのまま、ぐいぐいとほっぺたに押しつける。


    「おいシイ。キョロがいじめっこになってるぞ。私。いじめられてるみたいなんだが。どーするよ。これ？」


    「最近のキョロ君は成長著いちじるしいね。頼もしい限りだ」


    「きょろ。こうばしい。」


    　パソコン席で〝どてら〟を装そう備び中ちゆうの紫し音おんさんと、コタツの端はしっこで布ふ団とんを首まで引き上げている綺き羅ら々らさんとに──なんか言われた。


    「部長がミカン食べないんですよ」


    「たべてるよ」


    「だから平気ですって。この糸みたいなの──食べられますって」


    「ミカンのその部分は維い管かん束そくといって、果か実じつに水分や栄養を届けるための組織だね。繊せん維い質しつだから体にもいいはずだよ」


    「ほら紫音さんもそう言ってます」


    「そうか」


    　部長はうなずいた。〝ちまちま〟をやめて普通に食べてくれるのかと思いきや──。集めた〝糸〟を京夜のところに押しつけてきた。


    「ほら。食えよ。体にいいし。食えるんだろこれ」


    「お姉ちゃん。そういうの苦手ですよねー。明めん太たい子この皮のところもだめなんですよぅ」


    　人数分の紅茶をトレイにのせて、恵めぐみちゃんがやってきた。ミカンに合う紅茶というと、これがなかなか難しくて──。たぶん香りからするとキャンディーあたり。


    「明太子食べるときも、そんな、ちまちまやってるんですか？」


    　卵の小さな粒を、ひと粒ひと粒外はずしている、そんな恐おそろしい光景を想像してしまった。


    「ふんっ。おまえいじめっ子だから、教えてやんねー」


    「ほら部長。ぱくぱく食べるほうが、絶対においしいですって」


    　ミカンをぐいぐい部長のほっぺたに押しつけながら、京夜は言った。


    　三学期も、もう終わりに近い。


    　ＧグツＪジヨ部ぶの残り少ない時間が、ゆるやかに過ぎていった。
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     異能学園Ｇ
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    　空は暗あん雲うんに覆おおわれていた。


    　校舎の屋おく上じように立ち、京きよう夜やたちＧグツＪジヨ部ぶの面めん々めんは空を見上げていた。


    　分ぶ厚あつい雲を通して、〝やつ〟の存在が感じられる。大たい気き圏けん外がいから、この地表に向けて、やつの巨大な〝肉体〟が迫せまりつつある。


    　この惑わく星せい最後の瞬と間きが迫りつつあった。


    　地表において、いま生きている人間は、もう──我われらＧＪ部の六人だけかもしれない。


    　これまでの激しい戦いで眷けん属ぞくの多くは葬ほうむり去った。しかしまだ最大の強きよう敵てきが──〝恐きよう怖ふの大だい王おう〟が残っている。数時間前までは世界各地から駆かけつけた戦士たちの大小さまざまの〝氣き〟を感じることができた。いまはいくら知ち覚かくを広げてみても、京夜たち六人しか感じられない。


    　しかし京夜たちは諦あきらめない。諦めるという選せん択たく肢しは、京夜たちにはない。


    　なぜなら──それがＧＪ部というものだから。外がい宇う宙ちゆうより飛ひ来らいせし〝やつ〟と戦うことは、運命に刻きざみこまれたことだから。


    〝Ｇ〟の紋もん章しようを持つ者たちの、それが定さだめだ。


    「どうしたキョロ？　おいブルってんのか？」


    　京夜の横に並んだ部長が、肘ひじで脇わき腹ばらをつついてくる。不ふ敵てきな笑いが、その口元には張りついている。こんなときであっても、やはり部長は部長だった。それが京夜を安心させる。


    「さあそろそろ出番のようだぜ？　ＧＪ部魂だましいを燃えあがらせろ！」


    　部長の声に、京夜は深ふか々ぶかとうなずいた。ＧＪ部魂を燃焼させる。ＧＪ部魂の内ない包ほうするエネルギーは、ひとつの小コ宇ス宙モにも匹ひつ敵てきする。


    「行こう。みんな」


    　京夜は言った。部長、紫し音おんさん、恵めぐみちゃん、綺き羅ら々らさん、そしてタマと、順に顔を巡めぐらせる。


    「うむ。どこまでも君についてゆくよ」


    　紫音さんはうなずいた。その身は異い形ぎように変わり果てても、やはり紫音さんは美しい。


    「ご存ぞん分ぶんに」


    　恵ちゃんは深々と祈りはじめる。背中から大きく伸びた光こう翼よくが、周囲を明るく照らしている。


    「あおーん」


    　生物としての進化の進んだ綺羅々の体は、もはや人とは呼べないものに変わっていた。しかし全身を覆う銀の毛並みを、京夜はやはり、美しいと思う。


    「しょうがないですね。タマ一人なら、どこへだって逃げられますけど。センパイに付き合ってあげます。来らい世せで感謝するですよ。具体的には毎日ポテチ貢みつぐです」


    　空を覆っていた雲に穴が開あく。リング状に霧む散さんしていった向こう側に、星々の輝かがやきが広がっていた。大たい気き圏けんをはぎ取られ、空が失われる。


    〝やつ〟の巨大な体たい躯くを、氣きによってではなく、直接目もく視しすることができた。


    　周囲を回っていた衛星群のひとつが、軌き道どうを変えてこちらに向けて落ちてくる。


    　しかしあれはほんの眷けん属ぞく。ほんの小こ物もの。とはいえ山脈ほどのサイズがあるのだが。


    「あお──ん!!」


    　彗すい星せいのような尾を引いて、白い闘とう気きをまとった綺き羅ら々らさんが、体当たりで突っこんでゆく。


    　彼女は太たい古この闘とう技ぎをサスカッチから受け継つぎし戦士だった。〝やつら〟との戦いを数億年にもわたって繰り広げてきた純粋なる戦闘種族、サスカッチ──その練ねりこまれた闘技は、ときに物理法則すら書き換える。


    「いあ。いあ。はすとぅーる！　いあ！　はすたぁ！」


    　紫し音おんさんの〝詠えい唱しよう〟が佳か境きようへとさしかかる。〝やつ〟の前方の空間に大きな歪ゆがみが生じている。それは星々の世界へと通じる〝門〟であった。数万光年も離れた深しん淵えんから〝召しよう喚かん〟に応おうじて邪じや神しんがその身を現あらわした。風の邪神《ハストゥール》──彼女の先祖だ。


    　綺羅々さんの流星拳けんと、邪神が、眷属の一体を打ち砕くだいた。


    「ほい。ほい。ほいっ。と」


    　タマが扇子せんすと神楽かぐら鈴すずを手に舞い踊おどる。示された物体は空間から消え去る。たとえそれが高層ビルほどのサイズがあっても、彼女のテレポート能力の前には無関係だ。彼女は天あま翔かける天てん鳥ちよう《迦楼羅ガルーダ》の末まつ裔えいだ。時じ空くうを操あやつる高次元の存在だ。


    　背中に羽を持つ恵めぐみちゃんの全身が、燐りん光こうに包まれていた。地上に降りた天てん使しである彼女は、主しゆに背そむき、人類の守しゆ護ご者しやとなっていた。彼女の祈りはあらゆる確率に干かん渉しようして、京きよう夜やたちの攻撃をすべてクリティカルヒットに変えていた。幸運の女め神がみと、人は彼女のことをそう呼ぶ。


    「おいキョロ！　なにかやるんだったら早くしろぉ！　もう支ささえきれねえ！」


    　空が、堕おちてくる。


    　すべての心しん霊れい力りよくを念ねん動どうに変換して、部長が空を支えていた。彼女は日本列島を守護してきた天照大神あまてらすおおみかみの依より代しろだ。無限ともいえる霊れい力りよくを引き出す代だい償しようとして、その身は崩ほう壊かいしつつあった。


    　そして京夜は瞑めい想そうしていた。第四段階へと至いたるため、内なるＧグツＪジヨ部ぶ魂だましいを燃焼させつづける。


    　穏おだやかな平和主義者の心を持ちながら、怒いかりによって目覚めるという伝説の超戦士。


    　第四段階へ到達することができれば、その力は、一いち撃げきで天体さえも消し去ることができる。


    　そして京夜は──。ついにその目を見み開ひらいた。


    



    「あれ？」


    　ベッドにむくりと起き上がって、京夜は、きょろきょろと周囲を見まわした。


    　夢か。と納なつ得とくする。それにしても変な夢だった。異い能のうモノ＋恐きよう怖ふの大だい王おうって感じ？


    　そういえば、今日、一月一日の夜に見た夢って、初夢っていうけど……。まさかね？
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     ブラコン
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　コタツの上で携けい帯たいが暴あばれだした。いつもと違う着メロが鳴って、妹からのメールの到着を知らせる。ちなみにこの着メロ。京きよう夜やが入れたものではなくて、妹が勝手に仕込んだものである。


    「見ないでいーのか？」


    「いいんですよ。霞かすみですから。どうせ変なもん撮とって送りつけてるだけですよ」


    「見とけよ。お兄ちゃん助けてー！　とかいうのだと大変だぞ」


    　部長に言われて、携帯をちらっと開ひらいてちらっと確認。


    「にゃんこの写真でした」


    「ふむ」


    　部長はとりたてて反応なし。かわりに部室のあっちとそっちとで反応が二つ。


    　綺き羅ら々らさんの耳に見える癖くせっ毛がぴくぴく動いたり、段ボール箱の中にすっぽり入りこんでいたタマが、蓋ふたを開いて顔を出して、また閉とじていたり。


    「しっかし。カスミのやつ。ほんとにブラコンだよなー」


    「はい？　ブラコンって……、どういう意味ですか？」


    「言葉の意味をきーてるんじゃないよな？　そのままの意味だぞ。お兄ちゃん好き好きって、そーゆー意味だが？」


    「えー？」


    　京夜は眉み間けんに縦たて皺じわを作った。


    「嫌われているっていうならわかりますけど……。好かれているはずが、ないですよ？」


    「なんでおまえは自分が嫌われてると思うわけだ？　私はまずそこから知りたい」


    「いやー。だって僕……、ほとんど毎日蹴けられるか踏ふまれるかしてますよ？」


    「じゃあなにか。私がおまえを嚙かんだら、それは嫌っていることの証明なわけか？」


    「あー……」


    　京夜は言い返せなくなった。部長のあれはなんなのだろう。スキンシップみたいなもの？


    　それなら霞の「踏み踏み」と「蹴りっく蹴りっく」のほうも、あれも一種のスキンシップ？


    「ふむ。大変に興味深い話題だね」


    　世界統一王者World Union Championさんとの対戦もうっちゃって、紫し音おんさんが椅い子すのキャスターを滑すべらせて吹っ飛んできた。和のスペースの畳たたみの縁へりにキャスターを引っかけ、くるんすぽんとコタツに収おさまる。


    「わかるかな。キョロ君。この場合の〝好き〟の意は、兄妹としての思し慕ぼとしてではなく、むしろ男女のそれに近いといえるのだが」


    「ちょ──なに言ってるんですか。紫音さん。冗じよう談だんでも。それ。怒おこりますよ？」


    「うん？　なぜ怒おこられなくてはいけないのかな。すまない。気分を害したのなら謝あやまるが」


    「あのですね紫し音おんさん。たとえば兄ニー兄ニーズの皆さんが、紫音さんのことを妹としてではなく、女性として好きだとか言われたら、紫音さんだって、いい気分じゃ──」


    「[image: ]？」


    　紫音さんは目を見み開ひらいて絶句していた。


    「え？　いや、そんなの……、いいやだけど……そう考えるとすべてが符ふ合ごう……いいやまさかそんな。するとあれとかアレとかあのときも、いわゆるそういう意味をもっていたわけで……、でもいけないだろうそういうの……。皇すめらぎ家けだっていまはいちおう人であるのだし……」


    　うつむいたきり、紫音さんは、なにかぶつぶつと独ひとりごとを言っている。


    「すげえやキョロ。一発でシイを黙だまらせやがった」


    「だまされませんよ。部長。兄ニー兄ニーズはともかく、うちは違いますから。健全です。大健全なんです」


    「おまえだって兄ニー兄ニーズ見てて、やっべーぞこれー、とか思っちゃうわけだろ。私らだってカスミ見てて、やっべーぞこれー、とか思うわけだよ」


    「いやでもですね、部長──」


    「なぁメグ。おまえはどー思う？」


    「霞かすみちゃん。お兄ちゃんのこと大好きですよねー」


    「ほうら。メグもそー言ってる」


    「ほら。恵めぐみちゃんも言ってるじゃないですか。世界人類皆大好きのほうですよ。LOVEじゃなくてLIKEのほうですよ」


    　恵ちゃんの持ってきてくれた紅茶をくぴくぴ流しこみながら、いったいどうすれば部長を黙らせることができるかと、そのことばかり考えていたら──。


    　灰はい色いろの脳のう細さい胞ぼうに、きゅぴーんと閃ひらめくものがあった。


    「じゃあ──天あま使つか家けはどうなんですか。そう。たとえば聖せい羅らちゃん。姉様と姉さまと、どっちがどっちなのやら僕にはぜんぜん区別つきませんけど、あの懐なつきっぷりってちょっと、やっべーぞこれー、じゃないんですか？　LIKEのほうの好きじゃなくて、LOVEのほうの好きだったりしたらどうしようどうします？　さあさあ。今度は部長のターンですよ！」


    「[image: ]……？　[image: ]……？　[image: ]……？　[image: ][image: ][image: ]？」


    　部長は濁にごった声をあげたきり、静かになった。目をせわしなく左右にさまよわせる。見てわかるほどに動揺して、キョドりまくっていた。


    　ようやく部長を静かにさせたそのとき──。


    　霞専用の着メロが鳴った。霞から届いたその文面は──。


    『お兄ちゃん。霞。もうお家にいるよ。はやく帰ってきてね♡』


    　やっべーぞこれー。
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     アヤナミさん
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　六人体制で、こたつにどっぷり浸つかりながら、膝ひざの上の部長のつむじに向けて、京きよう夜やは話しかけた。


    「うちの部にアヤナミさんがいるって言われまして」


    「なんだそりゃ？」


    「うちのクラスにアニメに超詳くわしい人がいるんですよ。彼が言うにはアヤナミさんがいるそうです。なにやらアヤナミ＝ルリルリ＝ナガト系列だそうで。肉にく食しよく系けいアヤナミと言ってたかな？」


    「だから。なんなんだそりゃ？」


    「さあ。僕も詳しくないですから」


    「いったい誰だれがアヤナミさんなんだ？」


    「キララだって言ってましたよ」


    　コタツの向こうで綺き羅ら々らさんがぴくりと耳を動かす。いやあれは耳じゃなくて、耳に見える癖くせっ毛なわけだけど。わかってるけど。


    　いまコタツは満員状態。全員がコタツにはまっている。この冬の寒さは異常なほど。すきま風の吹きこむＧグツＪジヨ部ぶの部室は、丸テーブルについているのが難しいほどの冷えこみだ。ダルマストーブ様が全力運転されているが、ぜんぜん暖あたたかくなってくれない。


    「キララのどこがアヤナミさんなんだ？　だいたいアヤナミさんって、なんなんだ？」


    「さあ。僕らが生まれた頃のアニメのヒロインらしいんですけど」


    「きらら。にてる？」


    　綺羅々さんが関心を持って話に入ってくる。


    　弾はずみはじめた話に、恵めぐみちゃんが黙だまってお茶を淹いれに立つ。綺羅々さんのお腹なかにもたれて、むにゃむにゃ居眠りをしていたタマが、うにゃっと目を覚まして、右を見て左を見る。


    　紫し音おんさんがタブレットをこつこつとタップしている。普段はパソコン席のほうで、インターネットに繫つながるだけの年代物のパソコンを使っているが、今日は私し物ぶつのタブレット端たん末まつでコタツからぬくぬくと弟で子しを指導中だ。


    「そのアヤナミさんってのは、どーゆーキャラなんだ？」


    　紅茶が出るのを待って、部長が話題に戻ってくる。


    「ええと……。たしか無口でショートカットだそうです」


    　コタツの上に紙とボールペンがあったので、さらさらと描いてみる。ちょうど三色ボールペンだったので、髪かみの毛のところは、青色にチェンジして塗ぬってゆく。


    「なんだそりゃ。髪型似てたらみんなアヤナミさんか？　私も短くしてたらアヤナミさんか？」


    「部長はまずその口を閉とじる必要があると思います」


    「無口だったらみんなアヤナミさんなのか」


    「表面的なことよりも、もっと深い人間性のほうなんじゃないでしょうか。アヤナミさんは、生き真ま面じ目めで一いち途ず。という性格なんだとか」


    「なんでおまえのクラスのアニメ博はか士せくんが、綺き羅ら々らの性格まで知ってんだ？　そいつはナニか？　綺羅々のことをストーキングでもしてるやつか？」


    「え？　それは僕が話したからですけど」


    「なんだと！」


    　部長は声を荒あららげた。膝ひざの上で怒ど鳴なられると耳に響ひびく。なんでか本日はテンションが高い。


    「おまえは我われ々われの個人情報をそうして容よう易いに漏もらしているのか。たとえばシイのことをカワイイ生き物だとか吹ふい聴ちようして回っているのか」


    「私はべつにカワイイ生き物ではないのだけど」


    「最近は部長が人気なんですよ。手作りストラップとか作ってきて、カバンにつけてる女じよ子しもいるくらいでして。──このあいだその子が何個か作ってきて配ってたんですけど。あっというまになくなっちゃってましたっけ。ほとんど奪うばい合いの勢いきおいでした。部長。人気者ですよ」


    「なんと！」


    「うちの部ってほらひどく誤解されてるじゃないですか。誰だれかさんのせいで。だから誤解を解とくために、事あるたびに布ふ教きようしてるんですよ。怖こわくないよ。平気だよ。って」


    「わ──！　わたしのことはいーんだ！　大人気だって？　ふ──ふん！　当然の結果だな！」


    　人に好かれることに慣なれていない部長は、そわそわと挙きよ動どう不ふ審しんになっている。


    「トラねーさんみたいに、お肉スキーなのですか？　そのアヤナミさんって」


    　タマがようやくしっかりしてきて、話に加わる。


    　目を覚ませばタマの目の前にはお肉の山。ひょいと何気なく手を伸ばして鶏とりの足を一本取るが、綺羅々さんは怒おこったりしない。妹分には分け前が許可されている。


    「いや。お肉は食べられないみたい。むしろキライだとか」


    「ぜんぜん違うじゃないですか。真ま逆ぎやくですよ」


    「キララも野菜キライだよね。好き嫌いあるところが似てるんじゃないかな」


    「きらら。やさい。すきだよ。じる。おこるよ。」


    　綺羅々さんがひどく真面目な顔をしてつぶやく。でもそれはやっぱり苦手なのだと思う。


    「彼が言うには、キララは肉にく食しよくのアヤナミさんなのだとか。あとなんだっけ？　女ターザンだとか言ってたかな？　キャラのアーキタイプ的にどーだとかこーだとか」


    「こんどそのキャラソムリエくんに訊きいてこい。わ──わたしは、それだとなんになるんだ？」


    「……ハム太郎？」


    　つぶやくと、かぷかぷと腕を甘あま嚙がみされた。
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     大人気
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    「はいはいはい。こちらに順番に並んでくださーい。こちら整理券になりまーす。ここからの待ち時間は三十分でーす。あと、こちらは注意事項になりますんで。お待ちのあいだに読んでおいてくださいねー」


    　部室の前から、長なが々ながと人の列が廊ろう下かの果てまで伸びている。


    　整理の手て際ぎわも、すっかり身についてしまった。


    　いま現在の人数をみる。携けい帯たいを出して時計をみる。そして京きよう夜やは、「本日はここまで」という立て看板を最後の人の後ろに、素す早ばやく差しこむように設置した。


    　直後にやってきた女の子が「えーっ！」と声をあげるが、すいませんねーまた明日来てくださいねーと、愛あい想そ笑わらいを送る。


    　かわいそうだけど。ここは心を鬼おににしなくてはならない。


    　止めるタイミングを見み失うしなってしまうと、いつまでも延々と列が伸びてゆき、とんでもないことになってしまうのだ。


    　最初の日など、すべてを終えるのに八時まで掛かってしまった。


    　整理の仕事が終わったので、京夜は部室に入っていった。


    「今日は六時までに終わりそうです～、部長～」


    「ん。」


    　部長から、固い声で返事が返ってくる。


    　カチコチに固まった部長は、たった一声を返してくるので精一杯。


    「京夜くん。おつかれさま。はい。お茶です」


    　恵めぐみちゃんが紅茶を出してきてくれる。しかし京夜は手を付ける気にはなれなかった。


    　自分よりも「おつかれさま」なひとがいて、しかもそのひとは、あと何時間もお茶も飲めずにカチンコチンになっていなければならないのだ。


    「部長……。だいじょうぶですか？」


    「だ。だいじょぶ。……だっ。」


    　片かた言ことの返事が返ってくる。


    「はい。ごふん。おわり。」


    　ストップウォッチを片手に、計測係の綺き羅ら々らさんが言う。


    「えー？　もうちょっといいでしょー？　願い事まだゼンブ言ってなーい！」


    「いーえ。ダメです。みんな公平に五分間ずつの決まりです」


    　女の子が文句を言うが、受付にいるタマが、冷たくあしらう。


    「じゃあその時計くるってる。ロスタイムちょーだいよ。──タマ」


    「ハイハイ。文句なら陸上部に言ってください。陸上部から借りてきた時計ですんで」


    　どうやらタマのクラスメートの女じよ子しらしい。しかしクラスでもタマって呼ばれているんだ。


    　女の子がようやく諦あきらめて部長を解放すると、すぐに次の女の子がやってきて、部長をつかまえて、ぎゅう～っと抱だきしめる。椅い子すに腰掛けて、部長をお腹なかの上に抱かかえこんで、そしてぶつぶつと「願い事」をつぶやきはじめる。


    　部長はその呪じゆ詛そめいたつぶやきを耳元に浴びて、カチンコチンな上に、顔色まで青くしている。どんな欲望まみれの「願い事」を囁ささやかれているのか。想像したくない。女子こええ。


    「はい。お布ふ施せはこちらで承うけたまわってるですよー。え？　柔道部ですか？　女子マネいたんですねあそこ。タマびっくりです。……えーと。柔道部の部ぶ札さつはレート低いですよ。換算表だと……はい、それでは十四億八千万柔道部＄ドル、お納おさめください♡」


    　ソロバンを弾はじいてタマが〝お布施〟の換算レートを割り出している。アマツカマオサマは神様の一種であるからして、これは対たい価かの支払いではなく、あくまでも寄き付ふなのだとか。


    　このへん。本職巫み女このタマに任まかせておけば間違いがない……はず。


    　ところで関係ないが。タマの手品以外の特技が判はん明めいしていた。ソロバン一級。──意外だ。


    　しかし、いったい誰だれが最初に言いだしたのだろう？


    　部長を抱きしめて願い事を言えば──。その願い事が、叶かなうのだと。


    　ああいや──。たしか一番最初に流れていた[image: ]うわさは、部長をお腹に抱えていると、リア充じゆうになれる、だったっけ？　まあそれが人の口を経へるうちに「願い事が叶う」になったわけだけど。


    　部長のストラップはそれまでも隠れた人気だった。その変な[image: ]が広まってからは、見ての通り、大変な有あり様さまとなってしまった。


    「真ま央おは、ほら。人気者になるのに慣なれていないからね」


    　紫し音おんさんが言う。部長がカチンコチンになっているのは、それが理由だ。


    「紫音さんだってそうじゃないですか。うちのクラスに来たとき、女の子たちに取り囲まれて、紫音さん、いまの部長みたいに固まってましたよ」


    「ああ。注目を浴びていないというのは、なんと自由なのだろう……。ほうら、ごらん。私がここにいたって、誰も私のことなんか見てもいない！」


    　紫音さんは腕を広げてくるくると回った。部長が「ぶう」と不平を鳴き声であらわす。


    　それに対して行列中の女子が「きゃー。かわいー」とか超音波をあげる。


    「みなさーん、紅茶どうですかー。おいしいですよー」


    　恵めぐみちゃんが紙カップの紅茶を行列の女の子たちに配くばって回る。本当に楽しげだ。


    　京きよう夜やは部長が心配だった。部長には何度も言ったのだ。つらいなら断っていいんですよ、と。


    　しかし部長は、「後こう輩はいのために部札を稼かせいでやんねーとな」と、頑張っているわけだ。


    「まあ。人気と流行なんて、数日で消えてしまうものだからね」


    　紫音さんの言う通り──。この流行は数日ほどで過ぎ去った。
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     ビリー来日
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    「今日、ビリーがくるんだ」


    　冬の部室の静けさを破やぶって、紫し音おんさんが急にそう言った。


    「へー、そうなんですか」


    　とりあえず相づちを打っておいてから、京きよう夜やは考えた。だれだっけ？　ビリーって。


    「ああ。皆は覚えていないかもしれないね。ほら──私はほぼ毎日、あそこのパソコンでチェスを打っているだろう。その対戦相手の──」


    「そのビリーですかっ!?」


    　京夜は思わず叫さけんでしまっていた。自称《世界統一王者World Union Champion》の彼ではないか。


    「そのビリーだったら知ってますよ。何度も聞いてますから。──だけど海の向こうの人ですよね？　わざわざやってくるんですか？」


    「うん。以前対たい局きよくしていたとき、私が一度だけ手を待ってもらったことがあってね。そのペナルティとして、彼の〝お願い〟をなんでもひとつ聞き届けるということで──」


    「なんてことするんですか！　危あぶないですよ！　いったいどんなお願いをされるか──」


    　京夜は思わず叫んでしまっていた。なんて危険な！　ビリーってそれ男の名前でしょう！


    「──それで彼の〝お願い〟というのが、私と直に対局したいということだったんだけど」


    「あ……」


    　京夜は反省した。変な想像をしてしまった自分が恥はずかしい。


    「部室に呼んでしまったのだが……。なにかいけなかっただろうか？」


    「いいんじゃないでしょうか。紫音さんのお友達でしたら僕たちの友達ですよ。──ね。部長」


    「おもしろいんじゃねーの？　見ていて退たい屈くつしねーぞ？」


    「まだビリーさん来てもいませんけど？」


    「だいたい私。シイにカレシできたって、全然、かまやしねーし。女同士の友情は壊こわれんし」


    「なんでビリーさんが彼氏なんですか。単なる師し匠しようと弟で子しの関係ですよ」


    「ビリーさん紅茶お好きですかー？」


    「そいつイケメンですかブサメンですか？」


    「いいにおい？　わるいにおい？」


    「さあ。なにしろ私も初めて会うから。ひょっとしたら、おじいちゃんなのかもしれないね」


    　そんな話をしていたとき、部室の戸のまえに人の気け配はいが立った。


    「コンニチハ」


    　たどたどしい声が聞こえる。だけど日本語による挨あい拶さつだ。


    「うん。来たみたいだね。話をすればなんとやら。かな」


    　紫し音おんさんの後あとに皆でぞろぞろとついていった。その人物を出迎える。


    　戸を開あけたところに立っていたのは──。


    　イケメンだった。金きん髪ぱつで青い目をしていた。それよりなにより背が高かった。


    「ハジメマシテ。びりーデス。My master」


    　紫音さんよりもずっと高い位置から、深いバリトンの声が響ひびいてくる。


    　外国の人の年齢はよくわからないが、たぶん、京きよう夜やたちより幾つか年上。二十歳は絶対に超えている。その彼が、紫音さんに向けて、うやうやしく頭を下げる。


    「こちらこそはじめまして。ビリー。日本語を話せたんだね。すこし驚おどろいたよ」


    「イエス。ニホンゴ。オボエマシタ。My master」


    　二人は視線を重かさねて、沈ちん黙もくして、そうして長いこと見つめあっていた。


    　感動の対面を邪じや魔ましちゃ悪いと思いつつ。京夜はなんか落ち着かない気分を覚えていた。


    　なんで落ち着かないのか、自分でもよくわからない。


    「オアイ、シタカッタデース。My master!」


    　沈黙を先に破やぶったのはビリーのほうだった。


    　いきなり紫音さんのことを、ぎゅっと抱だきしめる。欧おう米べい風ふうの〝ハグ〟だった。長身の紫音さんも、彼にかかるとまるで小学生の少女だった。顔が彼の胸にすっかり埋うまりきってしまう。


    　さらにビリーは、あろうことか──紫音さんに対して、いきなり〝口付け〟をかました。


    「なっ──!?　てめえぇ！」


    　京夜は瞬時に覚かく醒せいした。別人になった。第四段階に突入した。


    　具体的にいえば凶きよう暴ぼう化かした。生まれて初めて〝殺さつ意い〟というものを覚えた。穏おだやかな平和主義者の心を持ちながら、殺意によって覚醒する、第四段階の最強戦士となってしまった。


    「いきなり──なにやってんだ！　てめえええ!!」


    　二人の間に割って入る。やつのネクタイを引っつかみ、そして握にぎった拳こぶしを──。


    「だ、だいじょうぶだから」


    　拳を顔がん面めんに叩たたきこんでしまう前に、紫音さんによって止められる。


    「いきなりでびっくりしたけど。顔。ひねって。かわしたから……。ほっぺただからノーカウントだから。──こら。ビリー。日本では挨あい拶さつでハグもキスもしないんだ。かわりに握あく手しゆだけをするのが和の心というものだよ」


    「ソウデスカ。ゴメンナサイ」


    　ビリーは素す直なおに謝あやまった。紫音さんの手を握って笑顔を浮かべる。


    　その毒どつ気けのない顔に、京夜は第四段階を維い持じすることができなくなった。


    「……部長もなにか言ってやってくださいよ」


    「ち、ちゅーは禁止だっ！」


    　その日、二人は、実際のチェス盤ばんの上で、二年間の師し弟ていの絆きずなをずっと確かめあっていた。
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     オレマン最後のたたかい
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    　バレンタインデーを一週間後に控ひかえた、二月のとある日。


    　今日のＧグツＪジヨ部ぶには、いつもと違う〝客〟がいた。


    「この勝負に負けたほうが……。いいか？　わかっているな」


    　そいつの言った言葉に、京きよう夜やは、深ふか々ぶかとうなずいて返した。


    「もちろん。僕だっていいよ。その条件で」


    「男と男の約束だぞ。いいな？　負けたならば、潔いさぎよく──」


    「だから。わかっているってば」


    　しつこく念ねんを押してくる相手に、京夜は、うるさそうに返した。


    　こいつ。こういう暑苦しいところが大っきらい。わざわざ「男」だとか口にして。自分が男の子だっていうことを自覚させられてしまって。なんだかすごくイヤ。


    「しっかしおまえら痛いたいよなー」


    　ポッキーをこりこり短くしながら、傍かたわらから部長が言ってくる。


    「仮定の仮定の仮定の話かよ。それ可能性ゼロと同義なんじゃねーの？　オトコのコってスゴいよな。どんなことでも戦えちゃうんだな」


    「うるさいですよ部長。外がい野やは外野らしく静かにおとなしく観ててくださいよ」


    「うっわオトコのコだ。こえー」


    「男の子たちって。なんでか勝負好きですよねー。タマのところも弟おとうと弟おとうとが、勝負だ勝負だって、うるさいのですよ。妹いもうと妹いもうととタマは、ぽか～んってかんじですよ」


    「しっかし負けたバアイの条件が、ビミョーにしょっぱくね？　フツー、そーゆーバアイってさー。負けたほうが〝諦あきらめる〟とかにならなくね？」


    「いいんですよ。俺おれとこいつとで決めたことですから。男同士の取り決めですから」


    「うっわ。もうオレマンなってるし。こえー」


    「なんのお話なんですかー？」


    　と、お茶の用意をしている恵めぐみちゃんが訊きいてくる。


    「あ──なんでもないから恵ちゃん。気にしないで」


    「お気にされずに。天あま使つかさん」


    　ぷぷ。こいつ天使さんとか呼んでるの。他人行ぎよう儀ぎな。


    「はぁい。お湯沸わくの。もうちょっとかかりますから。それまで〝ぼこぼこ〟で遊んでてくださいねー」


    「あーうんまかせて」


    「それは俺の台詞せりふだ」


    　今日は宿しゆく敵てき赤あか井い烈れつ斗とと決着を付ける日だ。


    　もう一週間もするとバレンタインデーがやってくる。もし仮にその日に二人のどちらかもしくは両方が、恵めぐみちゃんからチョコレートをもらえたとする。もちろん天てん上じよう界かいの生物である恵ちゃんのことだから、そんなことがもし起きるのだとしても、義理チョコであるのだろうが──。


    　今日の勝負に負けたほうが、そのチョコを辞じ退たいするという取り決めだ。


    　部長には、仮定の仮定の仮定の話とか言われた。京きよう夜やだってそう思う。


    　しかし、どんなに低い可能性であっても、男には、戦わねばならないときがあるのだった。


    「いい？　やるよ？」


    「ああ！　勝負だ！」


    　それぞれカバンの中から、スケッチブックを取りだす。画用紙にクレヨンで描いた自作の絵本だ。京夜のは〝オレマン〟の絵本。あいつのは〝ぎうにうナイト〟の絵本。


    　それぞれ手製の絵本を手にして、ダルマストーブの前でお湯の沸わくのを待っている恵ちゃんのところに、二人して詰めかけた。


    「えっ？　えっ？　どうしたんですか？　二人して？」


    　きょとんとしている恵ちゃんに、決断を迫せまる。


    「どっちか一冊だけ！　選んで！　いまここで！」


    「えっ？　えっ？　えっ？」


    　京夜の真しん剣けんな顔と、あいつの真剣な顔と、恵ちゃんは二つを交こう互ごに見比べていた。


    　やがて天てん使しの顔にも、状況を理解した色が浮かんでくる。


    　絵本を二冊ともに受け取った恵ちゃんは──。


    　ダルマストーブの蓋ふたを開ひらいて、赤々と燃えさかるその火の中に、絵本を二冊とも──。


    　ぽい、と、投げ入れてしまった。


    　ぼうっと、絵本が燃えてゆく。


    「あーっ！」


    「うおおおおぉぉ！」


    「めっ！」


    　恵ちゃんは、強い声で言ってきた。


    「ケンカ！　だめです！　仲良くボコボコしていてくれなきゃだめです！」


    「おまえら殴なぐり合いをしろと女め神がみの仰おおせだ」


    　がっくりと膝ひざをついていたのも束つかの間ま。部長の言葉に、京夜は立ち上がった。同じように立ち直ったあいつと向かい合い、にらみ合う。


    　再び第四段階になるときが来たようだ。くらえ、銀ぎん河がをも砕くだくマグナムなパンチを──！


    　戦いの結果は、両者、相あい打うちだった。


    　相打ちとなって──。その日京夜たちは、はじめてお互たがいを認めあうことができた。
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     惨劇ふたたび
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    　宿しゆく敵てき・赤あか井い烈れつ斗ととの決着もついて、バレンタインデーを四日後に控ひかえた、二月のとある週末。


    　京きよう夜やはコタツに入ってぼんやりとしていた。漫画も読まなければ小説も開ひらいていない。ゲームもやらない。なんにもしないで宙ちゆうを見上げ、ただよう埃ほこりなんかを目で追いかけていたりする。


    「なあ」


    　と、コタツの向かいに座る部長が、声をあげた。六人で座るときには、部長のポジションは京夜の膝ひざの上と決まっている。しかし二人で入るときには、なんとなく反対側に、部長は席を取る。なんでなのかは、よくわからない。


    「な。な。な。なんですか」


    　京夜は返事を返した。限りなく平へい静せいを装よそおったつもりだったが、声に動揺がにじみ出してしまっている。しかし部長は、そこには突っ込まずに──。


    「なあおまえさ。〝協定〟って気にならねーの？」


    　もちろん知っている。何回か部長たちが口にしていたのを聞いている。しかしいま初めて耳にしたふうに、京夜は答えることにした。


    「な。な。な。なんでしょう。その協定とかいうのは」


    「ふーん。……じゃあ。ま。いーんだけどサ」


    　さして気のないようすで、読んでいたマンガに部長は戻る。


    　部長がなにについて話しているのか、京夜はとっくにわかっている。わかってはいるのだが、〝気にしていないふり〟をするので、いっぱいいっぱいなのだった。


    　数日後に〝あの日〟がやってくる。


    　草そう食しよく系けいも肉にく食しよく系けいも、平和主義者も武ぶ闘とう派はも、男子である以上は避さけて通れず、気にしないふりをしていても、どうしても気になってしまう、あの恐おそるべき日が──。


    　去年もやったじゃないか。どうしてまた今年もやらなきゃいけないんだろう。


    　あの日さえなければ……。心こころ穏おだやかでいられるのに……。


    「そういえばサ──。そろそろバレンタインデーとかだよなー。来週火曜だっけか？」


    　部長が、いま思い出したかのようにそう言った。


    　京夜はびくりと身を固めた。また体に反応が出てしまった。部長が、きしし、と横目で笑っている。すっかりオモチャにされている。〝キョロ〟の名前の面めん目もく躍やく如じよだ。キョドりまくりだ。


    　だいじょうぶ。──と、京夜は自分に言い聞かせようとした。


    　オカンのはカウントに含ふくめないとしても、妹とあと森もりさんとで、今年だって二個は確実だ。義理であっても二個は貰もらえるのだから、人としてのノルマは果たせているはず。


    　そして恵めぐみちゃんに対しては、〝もし〟チョコが貰えたとしても辞じ退たいしなくてよいことになっている。赤あか井い烈れつ斗ととの戦いは引き分けとなった。よって権利は両者にある。もちろん〝もし〟もらえたらの話であるわけだが──。


    　だけど三年生になる部長たちって──。


    　大学入試もあらかた片付いて、もう学校に出てくる必要はないはずだけど。午後ぐらいからぷらぷらと出てきて、部室に詰めているっぽい。それって──？


    　いいやそんなまさか。バレンタインデーになにかくれるために部活に出てきているのだとか。そんな都つ合ごうのいいことを考えてしまうほど、自分はお調子者ではないつもりだ。


    　いいやしかし──。さっき、わざわざ話題にしていたくらいだし──。部長。ひょっとして今年は、義理チョコくれるつもりなのかも？


    　いいや。ないないない。


    「なあシイ先生よ」


    「うん？」


    　パソコン席から黒くろ髪かみが答える。


    「どうするよ。今年。協定」


    　部長と紫し音おんさんとの話に、京きよう夜やは、ぐうっと耳を傾かたむけた。〝協定〟ってところに超反応した。


    「──んで。おまえサ。興味あんの？」


    　紫音さんに話していたはずなのに、部長は突然、京夜にその顔を向けてきた。


    「すいません。あります。教えてください。なんなんですか。その〝協定〟って？」


    　京夜はようやく素す直なおになった。かねてからの疑問を、部長にぶつける。


    「それには私が答えよう。──真ま央おからは説明しにくいだろうからね」


    　と、紫音さんが口を開ひらく。


    「あれは去年のバレンタインデーの二週間ほど前のことだったね。キョロ君が調子にのってしまわないようにと、我われ々われ、皆で取り決めをしたんだ。誰だれもキョロ君にはチョコを渡さないと」


    「ちょ──調子のるって誰がですか。僕がですか。ありませんよ。あり得ませんよ」


    「鳴海なるみが言ってたぞ。オトコとゆーイキモンは。一度甘あまくすると、際さい限げんなく図にのるイキモノなのだと。だいたいメグとか気合い入れてスンゲー義理チョコ建築しそうだし。そしたら私らだってＡＢＣチョコ一粒っていうわけにもいくまい。お小遣い。もったいねーもん」


    　京夜はがくりとコタツの天てん板ばんに倒れ伏ふした。


    　女じよ子しの本音トークは破は壊かい力りよくありすぎた。お小遣い、もったいないって……。


    「それで真央。今年は協定解かい除じよということで。よいのかな？」


    「まあ今年はいいわな。んだって──」


    　と、部長は流し目を京夜を向ける。


    「こいつ。最近もお、調子ノリまくりだもん。いまさらなにひとつ変わんんねーだろ」


    　部長のお許しが出た。バレンタインデーは週明けの火曜日だ。

  


  [image: ]



  
     協定解除
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    　そして火曜日。バレンタインデー当日。


    　授業を終えた京きよう夜やが、部室を訪おとずれて、ドアを開あけた瞬間──。


    　ぱーんと、クラッカーが鳴り響ひびく。頭から紙テープを浴びながら、京夜は入り口をくぐった。


    「いやあ……、なんだかこれ、照れますね」


    「バレンタインデーを祝いわってやろうではないか」


    　京夜は照れながら部室の中央に案内されていった。丸テーブルの上には、袋とか包みとか、あと人とか入ってしまえそうな大きさの巨大な箱とかが置いてある。


    　じーんと、感かん無む量りよう。あれが全部。自分あての義理チョコだなんて……。


    「ホント。我われ々われ女じよ子しにとっては誰だれ得とくってカンジなのだが。まあ。部活動の一いつ環かんとして仕し方かたなくだ。バレンタインデーを祝ってやろうではないか。──やんないと。おまえ。泣くしな」


    「いや泣きませんし」


    「去年泣いたろ」


    「あれは埃ほこりが目に入っただけですよ」


    「あっそ。泣かないんだったら、じゃ、やめとくか」


    「いえいえいえ。泣きます。たぶん貰もらえなかったら泣いちゃうと思います」


    「はいはいはーい！　わたし。わたし。わたしから、贈ぞう呈てい、いいですかー？」


    　恵めぐみちゃんが勢いきおいよく手を挙あげる。巨大な箱に掛かっているリボンの端はしを手でつまんで、ひっぱると──。ぱたぱたと箱が開ひらいていって、なかに入っていた〝お城〟があらわになった。


    「京夜くんのは、ミルクチョコレートで建てたお城でぇす」


    　ほんと。巨大。総質量十数キロ？　先週くらいに部長が〝建築〟なんて言ってたけど。まさかと思っていたけど。これはたしかに〝建築〟だ。そうとしか表現しようがない。


    「それで烈れつ斗とくんのほうが、ホワイトチョコレートなんですよぅ」


    　なるほど。二に棟とう建てたわけだ。ちなみに〝城〟は建物だから単位は〝棟〟で合っている。


    「私はゴディバのチョコで。ここのはおいしいよ」


    　紫し音おんさんからは、ごく一般的に、小さく包ほう装そうされたブランドチョコが渡される。


    「ん。」


    　部長がぽいと渡してきたのは、なんとＡＢＣチョコ。しかもたったの一粒。


    「ちょ──部長。クラスの女子だってもうちょっと情なさけがありますよ。お小遣いがもったいないとかって、このまえボヤいていたじゃないですか」


    「だからもったいないからＡＢＣチョコなんじゃん」


    「せめてそっちのほうくださいよ」


    　部長が持ってる大おお袋ぶくろのほうを京きよう夜やは指差した。一粒を除いた残りすべてが部長の手にある。


    「やだよ。おまえなんか一粒でじゅーぶんだよ。みんなからそんなにデカいのもらってるんだからいいじゃん。てゆうか。食えるのかアレ？　メグのやつ。てゆうか。食わせろ私らにも」


    「うまうまですよー」


    　タマがお城の一いつ角かくを崩くずしに掛かっている。


    「もう食ってるし」


    「きらら。これ。きょろ。あげる。」


    　綺き羅ら々らさんからは、リボン付きの〝骨ほね〟が渡された。


    　いわゆる骨である。まったくもって骨である。ワンコ大喜びのアレである。


    「えーと……。あのー……。キララ？　バレンタインデーって……、なんだかわかってます？」


    「ちょこ。あげるひ。」


    「ですけどこれ。骨に見えるんですけど」


    　指で押してみた。骨に見せかけてじつはホワイトチョコレート、なんてこともない。本当に骨だった。カチンカチンの骨だ。たぶん牛の大だい腿たい骨こつとか、そのあたり？


    「犬が骨を好きというのは、べつに骨自体を食べるわけではなくて、骨の内側の骨こつ髄ずい部分に脂し質しつに富んだ栄養がたっぷり詰まっていることを本能的に知っているからなんだ。ということでこの骨は、外側は骨だが、骨髄部分がチョコに置き換えられているということではなかろうか」


    「はぁ……」


    　なんか納なつ得とくした。けっこう手の込んだチョコであった。じつに綺羅々さんらしいというか。


    「でもどうやって食べればいいんでしょう。僕。部長みたいに、歯が丈夫じゃないんですけど」


    　あとで家に帰って考えることにする。きっとトンカチとかノコギリとかが必要なはずだ。


    　最後に京夜はタマの姿を捜した。順番からいうと次はタマになるわけだが──？


    「うまうまですよー！　アンコのチョコもなかなかでしたけど、こっちはもっとうまうまです」


    「うわ──ちょっ！　もう半分も食べてるっ!?」


    　キロ単位で量るべきチョコレートが、もう半分くらい消えている。


    　タマにとってバレンタインデーとは、チョコをあげる日ではなく食べる日らしい。


    「早く食べねえとなくなるな。よし私らも食おうぜ」


    　部長は腕まくりしながら、とことことチョコの城に向かってゆく。


    　苦笑しながら部長のあとについてゆくと──。恵めぐみちゃんが、すすっと近づいてきて、京夜に小さく耳打ちしてきた。


    （お姉ちゃん。京夜くんが調子にのるからチョコあげないんだって言ってましたけど。あれウソです。照れてるだけです。本当は──）


    （えっ？　本当は？　なにっ？）


    　恵ちゃんは唇くちびるに人差し指をあて、「ひ、み、つ」と、口の動きだけで答えてきた。
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     リベンジャー森さん
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    「対決に伺うかがいました」


    　いつもの放課後。いつもの部室。なんの前まえ触ぶれも気け配はいもなく、戸口に森もりさんが立っていた。


    「はい？」


    　読みかけのマンガ雑誌を開ひらいたまま、京きよう夜やはそう訊きき返した。


    「京夜様。リターンマッチですわ」


    　森さんの陰かげからすっと現あらわれて、そう答えてきたのは──聖せい羅らちゃん。


    　横掛けにした狐きつね面めんが、ちょっと怖い、独特の雰ふん囲い気きを持つ女の子だった。


    「はい？」


    　やっぱりぜんぜんわからない。黒いスーツの森さんと、黒いドレスの聖羅ちゃんとが、戸を背にして並んでいる。その二人に、京夜はぽかんと口を半開きにして返した。


    「僕。なにかで対決しましたっけ？　リターンマッチとか言われても、わからないんですけど」


    「おまえ。こないだ森さん倒したじゃん。ラスボス倒して世界最強になったじゃん」


    　コタツの向かい側で部長がそう言う。ポッキーがぴょこぴょこ上じよう下げに揺れる。


    「京夜くん。これです。これ」


    　恵めぐみちゃんがヘアブラシを持ってやってくる。そこでようやく京夜は思いだした。


    「あーあーあー！」


    　しばらく前のこと。森さんの髪かみを梳とかしたことがあった。なんか対決風味に盛りあげられてしまったけど。〝勝負〟って、そのことを言っているのかな？


    「森が敗やぶれたとのこと。天あま使つか家け当とう主しゆとして見み過すごせません。我わが天使家に敗はい者しやは不要です」


    「お言葉ですが聖羅様。このあいだ敗れたのは、あれは母です」


    「と本人もそのように申しておりますので。今度は森（娘）との再戦をお願いします」


    「えっ？　えっ？　ええーっ？」


    　ぜんぜん話についていけてない。森さんにそっくりなお母さんがいる説は、あれは都市伝説で冗じよう談だんじゃなかったっけ？　それからあと聖羅ちゃん、いま当主とかそお言った？　辞書引いてみないと確信ないけど。たしか当主って、家の主人っていう意味で──？


    「いやあの。勝負とか言われたって困るんですけど。ていうか娘、母？　あと当主って？　いいやそれより、いま敗者は不要だとか言ってました？　あとあの──次も僕が勝っちゃったりしたら……、それはいったい、どういうことになるんでしょう？」


    「クビですわね。森」


    「四しノの宮みや様のところで雇やとって頂いただこうかと」


    「そんな無茶ですって！」


    　京きよう夜やは慌あわてた。森もりさんみたいな完かん璧ぺき超ちよう人じんを雇やとうとか。無理ムリ。お給料いくらになるのー？


    「では森。自じ害がい」


    「はい」


    「ちょちょちょ！　ちょっと待ってくださいよ！　江戸時代じゃないんだし！」


    「ずるいんですのよ。森。自分だけ四しノの宮みや様とか呼んじゃって」


    「四ノ宮様にべつに禁じられておりませんので」


    「やはり森。自害。江戸時代の作さ法ほうに則のつとり切せつ腹ぷくなさい。臓ぞう物もつ摑つかみ出すのが作法ですよ」


    「はい」


    「ちょちょ！　ちょーっ！」


    　京夜はパニックになっていた。自害とか切腹とか臓物とか物ぶつ騒そうな言葉が飛び交かっている。真ま顔がおで命じるほうもほうだが、真顔で「はい」とか答えちゃうほうも答えちゃうほうだ。


    「では京夜様。森と勝負していただけますか？」


    「四ノ宮様。どうかよろしくお願いいたします」


    　聖せい羅らちゃんが真顔で迫せまる。森さんが深ふか々ぶかと頭を下げる。


    「勝って森さんゲットしといたほうがいいんじゃねえの？　森さんを手にした者は世界の半分を手にするって、世の権力者のあいだで持ちきりだそーだ」


    「部長はちょっと黙だまっててください！」


    「おーこわ」


    　京夜は考えた。考えた。必死になって考えた。


    　この場を丸く収おさめる方法が──ひとつだけ見つかる。それは京夜にしかできない方法だ。


    〝平和的敗はい北ぼく主義者〟の本当のちからを、いまこそ発はつ揮きするときだ。


    「すいません！　負けました！」


    　京夜は土ど下げ座ざした。


    　空くう中ちゆうで膝ひざを折り畳たたみ、着地と同時に土下座を決める。〝フライング土下座〟という大おお技わざだ。


    「それでは森の不戦勝ということで。──よかったですわね。森」


    　京夜は顔をもちあげた。二人はあいかわらず真顔で──。あれえ？　ひょっとして、これ？


    「みなさーん。お茶が入りましたよー。聖羅も森さんも。お茶どうぞー」


    「はい姉様」


    「ありがとうございます。四ノ宮様。聖羅様のお戯たわむれにお付き合いいただきまして」


    　土下座を続ける京夜に、森さんが手を差し伸べてきてくれた。やっぱりからかわれていただけだったー。よかったー。ほっと安心して立ち上がった、その京夜の耳元で、小さな声が──。


    「えっ？」


    　京夜は立ち止まり、歩き去ってゆく森さんの背中を見つめた。


    　いま森さんが小声で「いくじなし」と言い残していったような気がしたのだけど。まさかね。
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     タマの日
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    　家の電話がプルルルル、と鳴った。


    　休日の昼間で、たまたま近くにいた京きよう夜やは、二コール目が鳴りはじめる前に受話器を取った。


    「はい」


    『わ！　もう出たっ！』


    　受話器の向こうから聞こえるのは、なんか慌あわててる女の子の声。


    『セ、センパイは──じゃなくてっ！　四しノの宮みやさんは、ご、ご在ざい宅たくで──って！　そうでもなくてっ！　えっとえっと！　あのう、すいません、名前知らないんですけど……。ガッコでキョロって呼ばれている高校生くらいの……』


    「僕だけど」


    　受話器の向こうでテンパった声を張りあげつづけているタマに、京夜はそう言った。


    『は──早くでやがれですよ！　センパイならセンパイって名乗るですよ！』


    「僕の名前。京夜だよ。覚えようよ。タマ」


    『そんなんどうでもいいのですよ！　タマいまとっても怖かったのですよ！』


    「うん怖かったみたいだね。でもなんでうちの電話のほうにかけてきてるの？　携けい帯たいにかけてくればいいのに。そしたら僕しか出ないのに」


    　京夜はしごくもっともな意見を口にした。タマとは以前、携帯つきあわせて赤せき外がい線せんでアドレスも番号も交換しあったわけだし……。だけどうちの電話番号。どこで調べたんだろ。


    『センパイこのあいだ、ポテチ忘れてきた日があったじゃないですか』


    　恨うらめしそうな声で、タマは言う。


    「うん？　あったかな？　……あったような。ああ。あったね。そういえば」


    　京夜は首をひねった。そもそもなんで自分がポテチを持って行かなくてはならないのだろうかと、そうも思う。


    『だから消してやったのです』


    「はい？」


    『センパイのアドレス。ケータイから消してやったですよ。これは罰ばつなのです』


    「あー。なるほどー。そっか。ごめんね」


    　京夜は理解した。そして即そく座ざに謝あやまった。


    『わかればいいのです。もお許したげます。タマの心は太平洋くらい広いのです』


    　タマも女の子だったんだなぁ、と京夜は感心していた。そういえば霞かすみともよく携帯付き合わせて赤外線の交換をする。霞が怒おこるたびにしょっちゅう消される。もう四回も五回もやっている。「お兄ちゃん番号入れて」が仲直りの合図だったりする。


    『センパイ。いまから出てくるですよ。今日はタマに付きあいやがれです』


    　これ拒否権ないんだろうなぁ、とか思いつつ、京きよう夜やは「いいよ」と返事を返した。


    



    　お昼を取って、駅前で十二時に、タマと待ち合わせをした。


    　午後二時の五分前に、京夜が駅前ロータリーを訪おとずれると、タマは遠くから飛びついてきた。


    「遅いですよ！　センパイ十二時にこいって言ったら十二時にくるですよ！」


    「だから十二時にきたじゃない。──ＧＪ部時間で」


    　首根っこにすがりついて、うるうるした瞳ひとみを近づけてくるタマに、京夜は言った。


    「ＧグツＪジヨ部ぶ……時間？」


    　タマは、ぽかんと口を開あけっぱなしにした。


    　ちなみにＧＪ部時間というのは、前後二時間の幅はばを認める、ゆるふわな時間のことである。


    「あーっ！　そういえばそんなのあったのですよ！　忘れてたですよ！」


    「タマのＧＪ部魂だましいは、まだまだだねえ」


    　がっくしと膝ひざをついたタマに、京夜はそう言った。


    　素す晴ばらしい資質を持っているタマではあるが、まだまだ功夫クンフーが足たらない。並なみの人間でも修しゆ行ぎようを積みさえすれば、天才さえも凌りよう駕ができるという、これはひとつの事例である。まあ、タマが二年生になるころには、あっさり逆転されてるかもしれないけど。


    「それはそうと。タマ。今日は僕、なにに付きあえばいいのかな？」


    　気になっていたことを、京夜は訊きいてみた。なんか休日の昼過ぎに待ち合わせだとか──。


    　これ、はてしなくデートっぽいんですけどー。


    「男の子にプレゼント買うのです」


    「男の子？」


    「誕生日なのですよー」


    「あー。うん。そうなのかー」


    　京夜はふむふむとうなずいた。なんとなく話が見えてきた。


    　すごい。タマにも好きな男の子とか──。いたんだ。


    「男の子って。どんなモン欲しいもんですか？　タマよくわかんないのですよー」


    「身につける物とかいいんじゃない？　でも外から見えちゃう物だと重たすぎるかなぁ。キーホルダーあたりなら無ぶ難なんなんじゃないかな」


    「やっぱベーゴマとか、ムシカードとかですかね？」


    　ちゃんと考えて言ったのに、タマはぜんぜん聞いてくれてない。ぶつぶつとつぶやいている。


    「は？　ベイブレード？　ムシキング？　──そんな。小学生じゃないんだし」


    「小学生ですケド？」


    　聞けば、プレゼントというのは──。弟へのお祝いわいだった。
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     紫音さんの日
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    　三月の声も聞こえはじめた、とある冬の休日。


    　いちばんいい服を着て、京きよう夜やは待合場所に立っていた。しょっちゅう人の出入りする図書館の入り口を避さけて、駐輪場側で待っていると──。


    「待たせてしまったかな」


    「いえ。僕もいま来たところですよ」


    　五分ほど遅ち刻こくでやってきた私服の紫し音おんさんに、自然体で答える。


    「ふふ。キミはあいかわらず可愛かわいいね。三十分も前からそこで待っていたというのに」


    　なんで知ってるんですかそれを。──とか。つまらないことは聞いたりしない。


    　男性を待たせるのが女性のたしなみであるのだと、以前、紫音さんからは教わった。


    「いや本当にすまない。遅刻するつもりはなかったのだけど。待ってるキミを眺ながめているのが、つい楽しくなってしまってね」


    　三十分間、観察されていた恥はずかしさを、表おもてに出さないように努つとめる。まだ笑っている紫音さんに、京夜は訊きいてみることにした。


    「ところでこれって。やっぱりあれなんでしょうか？」


    「そのようだね。私も真ま央おに言われたから」


    　先週の同じ日。タマに呼ばれて出かけていったときに、始まっちゃったかなー、という気はしたのだ。ＧグツＪジヨ部ぶのいつものローテーションだ。部長から始まるかわりに、今回は、タマから始まってしまったわけだ。ルールは──よくわからないのだけど。皆に呼ばれてヘルプをするということになっているらしい。


    「それで僕は、今日はいったい何をお手伝いすればいいんでしょう？」


    「それなのだけど。じつは──あれなんだ」


    　と、紫音さんが横目で見るのは──。たぶん？　自じ販はん機き？


    「私はほら常識に欠けているところがあるだろう？　その最さいたる事じ象しようとして、高校に入るまで缶かん飲いん料りようというものを飲んだことがなかったわけだ。その弱点は現在では克こく服ふく済みであるのだけれど、しかしじつは私は、缶飲料ないしはペットボトル飲料というものを、これまでコンビニでしか購こう入にゆうしていないんだ。ここは私の始まりの場所でね。いわば原点だ。はじめて自動販売機というもので缶飲料を買おうとして、そして見事に挫ざ折せつした。完かん膚ぷ無なきまでの敗はい北ぼくだった。だから私はこの場所で──って、ねえ聞いてる？　キョロ君？　聞いてくれてる？」


    「ええはい。聞いてます。聞いてます。つまり僕は紫音さんの一般常識ナイトとして、自動販売機初体験のヘルプをすればいいわけですね？」


    　そういえばここは、紫音さんの行きつけの図書館だった。駐輪場の外はずれには自販機もある。


    「うむ。よろしく頼む」


    　紫し音おんさんは自じ販はん機きに向かって立った。お財さい布ふを構かまえ、そして取りだしたのは──。


    「カード──は。使えないのだよね？」


    　京きよう夜やが首を横に振って返すと、紫音さんはクレジットカードをお財布に戻した。


    「小こ銭ぜにがなければ、お札さつだって使えますよ」


    「そうか！」


    「ああっすいません。一万円札はちょっと使えないと思います」


    「そうか……」


    　お金を入れたら入れたで、また大変だった。


    「ぼ、ボタンに灯あかりが全部ついてしまった！　な──、なにか間違ってしまったのだろうか？」


    「なにを飲むのか、もう決めてありますか？　灯りのついているところが押せるボタンですよ」


    「そ、そうか……。う、うんっ……。か、缶かんコーヒーを──」


    「色々ありますよ。微び糖とう。無む糖とう。朝専用。夜専用。ミルクコーヒーはこれもコーヒーのうちかな。つまりカフェオレですよね」


    「しまったもう朝じゃない。すでに午後になってしまっている」


    「午後になっても朝専用でいいかと思います」


    　ようやくボタンを押して、缶コーヒーが転がり出してくると、紫音さんは──。


    「ごろごろって！　出てきた！　ごろごろんって！　すごい！　ほんとに出てきた！」


    　取りだした缶を手にして、すごい喜よろこびようだった。


    　だがその喜びも冷さめやらぬうちに──。


    　ピロロロロロロロ！　──と、電子音が甲かん高だかく鳴りはじめる。


    「ひいっ!?」


    　紫音さんがびっくりして飛び跳はねる。


    「な、なにか数字が回っているのだけど……。な、なにか……怒おこらせてしまった？」


    「ああ。これルーレットがついてるんですね。当たるともう一本もらえるんですよ。でも滅めつ多たに当たるものじゃないんですけど」


    　と、京夜が口にした矢や先さき──。「７７７７」で数字が揃そろって、ピタリと止まる。


    「わ。当たった」


    「い、いわゆるビギナーズ・ラックといわれるものだろうか。……とにかく、この一本は、キョロ君に進しん呈ていしよう」


    「ええと。じゃあ。……僕は、ホットおしるこにしようかな」


    　自分でお金を入れたら、きっと絶対に押さないボタンだ。


    　紫音さんと二人して、缶コーヒーとおしるこをそれぞれ飲んだ。


    　北風はぴゅーっと吹いていたけど。気持ちは、とっても暖あたたかくなった。
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     キララの日
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    　次の週の同じ曜日──。


    　京きよう夜やは綺き羅ら々らさんと喫きつ茶さ店てんにいた。


    「ここの。においが。いちばん。よかった。」


    　昼に待ち合わせて、綺羅々さんについて入った店は、いい感じに古びた喫茶店だった。「純じゆん喫茶」とか書いてある。綺羅々さんのことだから、てっきり、お肉でも食べにいくかと思っていたのだけど──。


    「coffee。」


    　ネイティブな発音で綺羅々さんがコーヒーを注文する。京夜も「同じものを」と頼んだ。


    　高校に入りたての頃には、コーヒーは苦くて苦手だった気もするのだけど……。高校生活のなかで何十回くらい？　たくさん飲むうちに慣なれてしまった。


    「ここのは。だでぃの。coffeeの。におい。」


    「カナダにいるお義と父うさんの淹いれてくれたコーヒーと同じ匂いがするんですね」


    「ん。うまうま。」


    　綺羅々さんは両手でカップを持って傾かたむける。ミルクも砂さ糖とうも入れていない。ブラックで嗜たしなんでいる。京夜のほうは、ミルクも砂糖もたっぷり入れた。


    「ところで今日は、僕はなんのお手伝いをすればいいんでしょう？」


    　紫し音おんさんの〝回〟には、一般常識ナイトとして、自じ販はん機きデビューを手伝った。


    　はじめタマから始まって、今日は「キララの日」なわけだ。


    「きらら。しらない。」


    　あらら。部長も言っておいてくれたらいいのに。いつもこんなふうに大おお雑ざつ把ぱだ。「キョロと待ち合わせして部活動しろ」くらいしか伝えていないに違いない。


    　小こ首くびを傾かしげてた綺羅々さんだったが──。ふと、携けい帯たいを取りだした。したたたた、と、メールかなにかを打ちこんでいる。


    「あ。僕のほうもすいません」


    　ちょうど京夜のポケットの携帯も振動していた。マナー違反かなと思ったけど。まあ綺羅々さんもメールを打ってるわけだし。いちおう断ってから、携帯を取りだした。


    　メールの着信だ。差出人の名前は──。


    「あれ？」


    　と、京夜は、目の前に座る綺羅々さんを見つめた。


    　メールを出してきたのは、目の前に座っている綺羅々さんだった。中身を読んでみる。


    『ほらもうすぐ私たちって卒業しちゃうから。真ま央おがキョロとゆっくりしてこいって言ってたんだ。なにをしろとかは言ってなかったなぁ。キョロはなにか聞いてた？』


    「うわあ」


    　その文面にびっくりする。その饒じよう舌ぜつさにびっくりする。その普通さにびっくりする。


    　綺き羅ら々らさんが筆ひつ談だんのときには、ごく普通に話すということは、知っていたけれど……。


    『ん？　キララ、いまなにかへんなこと言っちゃった？』


    　次のメールが、もうやってきた。


    「うわあ」


    「どした。キョロ？」


    　綺羅々さんは肉にく声せいでそう言った。小こ首くびを傾かしげる。〝耳〟をぴくぴくと動かす。


    　京きよう夜やはしばらく、目の前にいる綺羅々さんと、メールの文面とを、交こう互ごに見比べていた。


    　ジルちゃんも、口で話すときと、ホワイトボードに筆談するときとでは、まるで違う雰ふん囲い気きになる子だけど。彼女の場合には、筆談バージョンのほうを「通常状態」だと認にん識しきしている。綺羅々さんの場合は、たどたどしいほうを「通常状態」だと思っているから、ギャップが凄すごい。


    　綺羅々さんはまたメールを打ちこんでいる。


    『まあいいや。こうしてキョロとデートしているのも楽しいし』


    　えっ？　いやちょっ──!?　デートって？　いいえ違いますよ。ちがうんです。これは部活動であって。なんかルールがあって──。


    　顔色を白黒させていたら、それについてのコメントが、また届けられた。


    『キョロはいや？　キララといると退たい屈くつ？　キララは退屈しないけど。キョロはほんと、見ていても嗅かいでいても飽あきないよね。さっきからにおいがめまぐるしく変わってるけど？』


    　それは綺羅々さんがへんなことを言うからです。


    「い、いえ──今回のこれは、僕が皆さんのヘルプをするってルールみたいなんですけど」


    「きょろ。へるぷ。きらら。coffee。のむ。」


    　素すに戻って声に出して、綺羅々さんは言う。また心しん拍ぱく数すうがはねあがる。完全に遊ばれている。


    「それってヘルプの意味あるんですか？」


    『そうでもないよ。一人で喫きつ茶さ店てんに来るのって、けっこう勇気がいることなんだから』


    「たしかに……」


    　京夜は店内を見回した。他のお客さんは二人連れが多かった。一人で来ている人もいないことはないが、みるからにＯＬっぽいお姉様だとか──。そもそも高校生くらいの年齢の客は、京夜たち二人だけだった。


    　いつもと同じだけど、いつもと違う綺羅々さんと、いつもと違うやりかたで話しながら、京夜は落ちつかない時間を過ごした。


    　コーヒーの味も、よくわからなくなってしまった。


    　知り合ってもう二年にもなるのに、またひとつ、綺羅々さんの新しい面を知ることになった。
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     恵ちゃんの日

    


    [image: ]


    　またまた次の週の、また同じ曜日。


    　ＧグツＪジヨ部ぶ恒こう例れいのローテーションは、恵めぐみちゃんの番となっていた。


    「きょうは！　このモールの端はしから端まで制せい覇はしちゃいましょう！」


    　恵ちゃんが腕を天に衝つきあげる。朝の九時から異い様ようにハイテンションな恵ちゃんだった。


    　入り口の前で皆さんの通行の邪じや魔まになっていることを気にしつつ、京きよう夜やもお付き合いとして、おー、と小さく腕をあげた。


    　こんなチャリを飛ばして来れるような場所に、日本最大級といわれるショッピングモールがある。店がいくつ入っているのか、数えるのも嫌いやになりそうな巨大さだ。京夜も何度となく訪おとずれているが、すべての店の前を通過したかどうかさえ怪あやしいくらいだ。


    　そのモールの店を、全制覇するのだと──姫ひめ君ぎみの仰おおせだ。


    「きょうは京夜くんがいますから。迷まよう心配ないですしー」


    「そういえば。ここで出会ったんだっけ。まえ」


    　この場所で迷まい子ごになっていた恵ちゃんと出会ったのは、あれはいつのことだったろう……？


    　知り合ってからだから、高校に入ってからなのは間違いない。だけどちょっと思いだせない。


    「一年生のときの夏休みでしたねー」


    「そっか。そうだっけ」


    「さあ。京夜くん！　れっつの、ごーです！」


    　恵ちゃんについて京夜は歩きはじめた。いつからなのか、はっきりと覚えていないのだけど、恵ちゃんの呼びかたが、〝四しノの宮みや君〟から〝京夜くん〟に変わっている。


    　あちこちのお店に立ち寄って、恵ちゃんは色々な物を買っていった。あいかわらず買うのは自分以外の物ばかり。聖せい羅らちゃんに、お姉ちゃんに、森もりさんに、そしてひいひいおじいさまに──と。恵ちゃんが自分用に買ったのは、小さな銀色のティースプーンがたったの一本きり。


    「重くないですか。京夜くん」


    「だいじょうぶだよ」


    　手て提さげ袋いっぱいの両手をあげて、恵ちゃんにこたえる。


    　前回は前が見えないほどだったが、今回は両手がふさがっただけ。手て加か減げんしてもらえている。


    「ちょっと休きゆう憩けいしましょうか」


    　こうした大きなショッピングモールには、通路のどまんなかに休憩用の大きなソファーが置いてあったりする。そこに二人並んで腰掛ける。


    　かぽん、と恵ちゃんが水すい筒とうの蓋ふたを開ひらく。


    　京夜たちのまわりにだけ、部室と同じ匂いが立ちこめた。


    「本日の紅茶はぁ──」


    「──ディンブラだね」


    「はぁい。セイロンティーの女王さまです。タンニン少ないから、ポットに入れてお外に持っていくときとか、アイスティーにお薦すすめなんですよー」


    「へー」


    　そこまでは知らなかった。


    　行ゆき交かう人々を眺ながめながら、紅茶をもらって、すっかりくつろいだ。まるで部室にいるようにリラックスしてしまう。匂いって大事なんだなぁ。


    「サンドイッチ。どうぞー」


    「あー。ども」


    　昼食もはじまってしまう。人の視線を気にしながら、左手に紅茶。右手にサンドイッチ。


    「最近は、森もりさんに教わって、お料理もちょっとは覚えたんです」


    　あれ？　それじゃあ、これって……？


    　京きよう夜やは手にしたサンドイッチを見つめた。森さんが作ったにしては、いやに不ぶ格かつ好こうだと思ったのだ。大きさも形も揃そろっていない。森さん製作の品ならば、機械のように正確になるはず。


    「せっかくのデートですから。ガンバっちゃいましたー」


    「なっ！　なっ！　なっ──!?」


    　なにもかもすべてをぶっ飛ばすような、そんな物ぶつ騒そうな一ひと言ことを──恵めぐみちゃんは口にした。


    「ち、ちがうって。これそんなんじゃなくてっ。──そうっ！　単なる部活動だから。タマからはじまっちゃって、紫し音おんさん、綺き羅ら々らさんときて、いま恵ちゃんの番なわけで──」


    　言いながら京夜は、ふと、あることに気がついた。あれれ？　部長の番が抜けていない？


    　順番がくるっただけで、最後が部長になるのだと思っていたけど。だけどもう来週末には卒業式がやってきてしまう。休日はもうこない。つまり部長の番は、もうやってこない……？


    「これデートじゃないんですか？　えー？　でもお姉ちゃん、許可出してくれましたけど？」


    「え？　……許可？」


    　そういえば部長の口くち癖ぐせに、「デートするなら私の許可を取れ」というのがあったような……。


    　えーと……。ということは……。これは……。つまり……？　だから……？


    「えーっ！　これってデートだったのーっ！」


    　京夜は愕がく然ぜんとなった。これまでの行き交う人々の生なま暖あたたかい視線の意味が、ついにわかった。


    　初うい々ういしい高校生カップルに見えていたわけだ！　通路のソファーでおべんと広げてる二人！


    　恵ちゃんはニコニコといつもの笑みを浮かべている。天てん上じよう界かいの生物が、〝デート〟の意味を正しく理解しているかどうか、はなはだ疑問ではあったが──。それを確かめてみる勇気は、一日使っても、京夜には湧わいてこなかった。


    　その日は夕方まで、恵ちゃんとの買い物デートを実行した。
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     卒業式近づく
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    　卒業式の予行演習の後あと──。京きよう夜やたちは連れだって部室に向かって歩いていた。


    　恵めぐみちゃんとタマ、そして京夜。在校生の三人だけだ。


    　卒業してゆく側の三年生には、また別な日に練習が設もうけられる。うちのガッコは生徒総数が千人を超えるいわゆるマンモス校というやつで、行事のたぐいはなんでも色々と大変なのだ。


    「戻りましたー」


    「おう。おつかれー」


    　部室に入ると、部長は肩越しに声をかけてきてくれた。


    　三年生の部長たちは、三月どころか、一月あたりからもう授業もほとんどなくなって、登とう校こうしてくる必要もないのに、たいてい部室に詰めている。部室に行けば誰だれかがいて、声をかけてくれて──。おかげで正月からこちら、寂さびしい思いもしなくて済んでいるわけだけど──。


    　部長と紫し音おんさん、そして綺き羅ら々らさんの三人は、部屋の中でなにか作業をしていた。それぞれ段ボール箱を前にして、ごそごそと、そこに物を詰めこんでいる。


    　部長たちが、なにをしているのかというと──。


    　私し物ぶつを整理しているのだと気がついてしまって、京夜は、戸口のところで、立ち尽くした。


    「あいたっ」


    　背中に顔をぶつけたタマが、鼻を押さえて、ひと睨にらみして、そして横を歩き抜けてゆく。


    「すぐに紅茶いれますねー」


    　恵ちゃんがお茶の準備に取りかかる。


    　ダルマストーブの上に常じよう設せつされている大きなヤカンから、ケトルのほうにお湯を小こ分わけして、さらに熱々にぐつぐつと沸ふつ騰とうさせるのが恵ちゃんの流りゆう儀ぎだ。


    　その頃にはタマはコタツにずっぽりと埋うまって、週落ちの漫画雑誌を開ひらいて、手と口だけを動かしてエアポテチの構かまえに入っている。ああやって京夜がポテチの袋を開あけてやるまで、ずっと無言のアピールを続けるのだ。


    「どした？　キョロ？　んなとこに突っ立って」


    　私物を整理する手を止めて、部長が言う。


    「いや……。あ……。な、なんでもないですよ」


    「へんなキョロ」


    　部長は作業を再開させる。いま整理しているのは部長の「宝箱」だ。木箱の中にしまいこまれているのは、他人からはガラクタもしくはゴミにしか見えない部長の宝物の数々だ。


    　セミの抜け殻がら。牛乳瓶びんのフタ。枯かれてしおしおになった四つ葉のクローバー。いびつな形の紫むらさき水すい晶しよう。──などなど。ギザギザ付きの十円玉や、百円札なんかは、京夜にもその価値がかろうじて理解できるけど、あとの残りについてはどうだろう。どっかのファミレスのスティックシュガーの空あき袋とか、いったいどうやってゴミと区別すべきなのか？


    「ん？　なんだよキョロ。ほしーのか？」


    「え？」


    　じっと見ていたせいだろうか。部長がまた手を止めて、こちらを見つめていた。


    「おまえがどーしても、というのであれば、くれてやらんこともない」


    　ほれ──と、部長が手のひらに載せて差しだしてきたのは、セミの抜け殻がら。部長の溜ため込んでいる〝宝物〟のなかでは代表的な品だ。何個も何個もしまいこまれている。


    「アブラゼミなんかじゃねーぞ。ヒグラシだぞ。超レアだぞ？」


    　とか言われても、ピンとこない。「カナカナカナカナ」と鳴くやつだったっけ？


    　部長に再度うながされて、おっかなびっくり手を差しだした。動きっこないし、死し骸がいでもなくて、単なる脱だつ皮ぴ後の皮一枚なのだとわかってはいても、ちょっと怖い。


    「ありがとうございます。部長の宝物なのにすいません」


    　部長ならぬ普通の人間の身としては、別段ありがたくもないんだけど。お礼はしておく。


    「まァな。おまえに残してやれるもの。そんなにねえからな」


    　鼻をこすって部長はそう言った。


    「大事にしろよ。──私だと思って」


    「あっ──」


    　その言葉が不意に心に染しみた。


    　そんなところに傷きず口ぐちがあるなんて自分でも知らなかったのに、突とつ如じよ、ズキンと心が痛いたんだ。


    　京きよう夜やは窓まど辺べに向かった。閉しめ切られていた窓を、全開で開あけ放つ。


    「なんだかこの部屋ー、ホコリっぽくないですかー？」


    　部長に背中を向けて、わざと大声をはりあげる。そうでもしないと涙声になってしまいそうだったからだ。


    「まーちゃん。タマにもなんかくれやがれです。ギブミー宝物。弟ズとトレードするですよ」


    「果てしなくやりたくない理由だが。ま──。なんでも好きなの選べ」


    「はーい。みなさん。お茶がはいりましたよー」


    　タマの声が聞こえても、恵めぐみちゃんの声が聞こえても、京夜は皆に背中を向けて窓の外を眺ながめつづけていた。


    「センパイ。お茶はいったですよ……？　えっ？　えええっ？　う……、うわー……、わー」


    　隣となりに並んできたタマが、びっくりした顔で立ち尽くしている。京夜の横顔を見て固まっている。ったく。男の涙をはじめて見たわけでもないだろうに。


    「京夜くん」


    　隣にやってきた恵ちゃんが、こっそりとハンカチを差しだしてくれた。
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     ＧＪ部の卒業式

    


    [image: ]


    　卒業式が、ついに終わった。


    　学校を出て行く卒業生たちを、両側に並んだ在校生たちが送り出す。うちのガッコの名物的な光景から、京きよう夜やたちは、こっそりと抜け出した。


    「よっ──。見つかんなかったか？」


    　校舎裏で、おなじように抜け出してきた部長たちと落ち合った。


    　部長たちを三年生を先頭に、向かった先は──旧校舎だ。文化部棟とうに入って、そして二階の外はずれの部室を目指す。


    「やっぱ卒業式。やんなきゃな」


    　部室に入って一息つくと、部長は、手にした筒つつでぽんぽんと肩を叩たたいてそう言った。筒のなかに入っているのは〝卒業証書〟。ガッコの卒業式は、いまさっき終わったばかり。


    　しかし〝ＧグツＪジヨ部ぶ〟の卒業式のほうは──まだなのだ。


    「では着替えをしようか」


    　と紫し音おんさんが言う。


    　部長たちのいま着ている服は、ガッコの制服ではなくて〝袴はかま〟なのだった。大正時代の女学生風の服装だ。


    「そだな。じゃ──おまえ、むこう向いてろ」


    　はい──と、言われるままに窓まど辺べを向いて、それから京夜は我われに返った。


    「ちょちょちょ!!　ちょ──！　僕っ!?　外っ！　外に出てますよっ！　出てますからっ！」


    「ふはははは。──キョドってる。キョドってる。キョロの面めん目もく躍やく如じよだな」


    「だ──だいたいなんで袴なんですか！」


    　背中を向けたままで京夜は叫さけぶ。なんか後ろのほうから、しゅるしゅるという音が、もう響ひびきはじめている。これで振り返るわけにはいかなくなった。


    「なにを言う。ＧＪ部である我われ々われが、他の生徒と同じカッコで卒業式を受けるわけにはいかんだろう。示しめしがつかん」


    　つかないんだ。


    「校則では〝正装すること〟とあるだけだから問題はないね。これも正装には違いがないし。ただし大正時代だけど。真ま央お──帯おびを引っ張ってくれないかな」


    　紫音さんの声が聞こえる。やっぱりもう絶対に後ろを向けない。


    　冷や汗あせを流す、そんな京夜の慌あわてっぷりをたっぷりと愉たのしむかのように──三年生の三人は、ゆっくりと時間をかけて着替えを行おこなった。


    　これも最後の部活動。


    　皆のオモチャになって遊ばれるのも、今日が──。そして〝いま〟が最後なわけだ。


    「おわたよ。きょろ。」


    　綺き羅ら々らさんの優やさしい声がかかって、汗あせびっしょりになった京きよう夜やは、振り返った。


    　制服姿の──。この二年のあいだ、毎日見てきた皆の姿が、そこにあった。


    「じゃーん」


    　おどけた声でそう言って、部長がくるりんと回った。


    　うちのガッコ独特の燕えん尾び服ふくみたいな上うわ着ぎが、ふわっと広がる。紫し音おんさんも綺羅々さんも、部長に遅れて──恥はずかしそうに顔を染そめながら、くるりんと回った。


    「ＧグツＪジヨ部ぶ最後のコスプレだな」


    「どこがコスプレなんですか。制服になっただけじゃないですか」


    「ふふン。私らはもう高校は卒業したのだ。だからこれはコスプレなのだ」


    　部長が胸を張る。紫音さんもそこにうなずく。


    「我われ々われはもう女じよ子し高生ではないからね。よってこれは女子高生のコスプレということになるね」


    「なんちゃって。じょし。こうせい？」


    「キララそれ微び妙みように古いです」


    　こんなやりとりも、今日で最後だ。だけどもう泣かない。


    　かわりに京夜は笑顔を浮かべた。


    「それでおまえのほう。どーなんだヨ？　証書。きちんと作ってきたのかヨ？」


    「ええちゃんと書きましたよ。霞かすみに習字習って。墨ぼく汁じゆうだってちゃんと墨すみを擦すって作りましたよ」


    　京夜はカバンから「ＧＪ部高等部卒業証明書」を取りだした。


    「よし！」


    　部長の号ごう令れいで、二列に並ぶ。


    　片方の列は部長たち卒業生の側。そしてもう片方の列は、京夜たち在校生の側。


    　送る者と、送られる者と、二列に分かれる。


    　手製のＧＪ部卒業証明書を三枚重かさねて手に持つと、京夜はその文面を読みあげはじめた。


    「天あま使つか真ま央お。皇すめらぎ紫音。綺羅々・バーンシュタイン。──本日をもって貴き様さまらはＧＪ部部員を卒業する。だが覚えておけ。ＧＪ部は永遠である。我々ＧＪ部は姉し弟ていの絆きずなで結ばれている。貴様らがいついかなる場所にいるときであっても、我々は常つねに共にある。──以上！」


    　一いつ気き呵か成せいに読みあげた。


    　部長お気に入りの「FULL METAL JACKET」という映画を観て研究した。ハートマン先任軍ぐん曹そうに弟で子し入いりもした。たぶんこんなのがＧＪ部的訓くん示じでいいハズ。


    　部長はしばらく、ぽかんとした顔をしていたが──。


    　お腹なかをくの字に折り曲げて、ゲラゲラと笑いはじめた。


    　京夜も笑った。部長たちの卒業を涙とともに迎えることができて、本当によかった。
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     次の部長は……
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    「あーもう。まだナミダとまんねー」


    　長いこと笑いつづけたあとで、部長はようようのことで、口を開ひらいた。


    「あのキョロが。〝貴き様さまら〟だってさー。なーおい。聞いたかよ。シイ？」


    「しっかりと聞いていたよ。アカシック・レコードに刻きざみ込まれたからね。私には何度でも聞くことができるんだ」


    「きょろ。それ。だいなんだんかい？」


    　部長と紫し音おんさんと綺き羅ら々らさんと、三さん者しや三さん様ようの反応が返ってくる。


    「あー……。僕。調子ノリすぎちゃいましたか。あのー……。部長？」


    「ちがうよ」


    　ぴしりとした顔で、部長が言う。なにがちがうのか、京きよう夜やには一瞬、意味がわからなかった。


    「私はもう部長じゃない」


    「あ……」


    　そうだった。たったいま彼女は卒業したのだ。ＧグツＪジヨ部ぶを──。


    「おいコラ。しっかりしろよ。キョロ」


    　小さな拳こぶしに、ごっと胸を突かれる。


    「──ＧＪ部魂だましい、わかってンのか？」


    　部長──。いや──。真ま央おに、言うべき言葉を、京夜はひとつしか思いつかなかった。


    「もちろんですよ」


    　小さな手をつかまえる。しっかりした顔で、京夜は答えた。


    「頼もしーじゃん。じゃあ部長魂も、わかってンのか？　──なあおい。知ってるか？　元部長には、次の部長を指名する権利があるんだぞ？」


    　大きく息を吸いこみ──そして真央は、口を開いた。


    「キョロ。おまえが次の部長だ」


    「俺おれがＧＪ部だ」


    「完かん璧ぺきだ」


    　京夜の返事に、真央は、ニカっと笑った。


    「まえに部──貴方あなたの言ってたことが、ようやくわかりましたよ。人は部長に生まれるのではない。部長になるんですね」


    「言ったろ。部長になればわかるって。アト──一年と何か月か早ええって」


    　それは一昨年の夏の終わりのこと。京夜の家に皆が泊まりに来て、ガールズトークの場に交まぜてもらったときの話だ。なにもかもすべてが懐なつかしい。


    「あの時には、真ま央おは〝一年と二か月早い〟と言っていたね。本当は去年の十月あたりに部長職を譲ゆずる計画だったようだけど」


    「おまえが頼りなくって。なかなか一人前にならねーもんだから、いままで掛かっちまったよ」


    　紫し音おんさんの指し摘てきに、真央は、ぺろりと舌したをだした。


    「これまで鍛きたえてくれてありがとうございます」


    「ねーねー？　センパイもまーちゃんも。結局、そのＧグツＪジヨ部ぶ魂だましいっての、なんなんですか？　誰だれか知ってるなら最後にタマに教えやがれですよ」


    「さあな。キョロが知ってるみたいだから、キョロに教えてもらえば？」


    　真央はうそぶいた。


    　部長になった京きよう夜やにはわかる。つまりは誰も知らないのだ。ＧＪ部魂がなんなのかということを、天あま使つか真央も知らなかったわけだ。ひょっとすると先代部長も。もしかすると先代の先代の先代とかも──。


    　誰も正しよう体たいを知らないのに受け継つがれてゆく魂。それこそがＧＪ部魂だ。


    「よし！　もうおまえに教えることは、なに一つない！」


    　大きな声で、真央はそう宣言した。


    　だが、その直後。「ん？」──と、なにかを思いだした顔をする。


    「──ああ。イヤ。そういえば、もう一個だけあったぞ。教えるコト」


    「なんですか」


    　教えてもらえることがまだあるのなら、なんでも教わっておきたい。


    「それはな──。嚙かみつきかただ！」


    「えーっ……」


    　京夜はあからさまに嫌いやな顔をした。それは教わっておかなくてもいいと思う。


    「おまえも部長であるならば必要だ。人ひと様さまへの嚙みつきかたを──最後に教えてやる」


    　踏ふみ台をわざわざ運んできて、真央はその上に立った。京夜と同じ高さにその顔がくる。


    「いいか？　きつーく嚙むからな。目を閉とじろ！」


    　ひー。


    　言われるままに、京夜は、固く目をつぶった。緊きん張ちようしながら痛いたみを待つ。


    　かりり。


    　──と。嚙みつかれた。しかし意外にも優やさしい感かん触しよく。そして嚙まれた、その場所って──。


    　えっ？　えっ!?　えええーっ!?


    　京夜が驚おどろいて目を開あけたときには、彼女は、ぴょんと踏み台を飛び降りてゆくところだった。口元に指先をあてている。つられて京夜も、指先で、自分のその場所を押さえた。


    　それは禁止じゃなかったんですか。部長。


    　ＧＪ部の部長となった京夜は、心の中だけで、その言葉をつぶやいた。
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     あとがき


    



    　ＧグツＪジヨ部ぶ。最終巻のあとがきです。普段でしたら、あとがきは「取り扱い説明」から始まるわけですが、今回は割愛です。また「元ネタリスペクトコーナー」のほうもお休みです。こちらのほうは、本文中の「ミニ知識」のほうで、ちょこちょこと補足させてもらっています。


    　さて。卒業の季節が、ついにやってまいりました。一過性のイベントはスルーするというスタイルのこの作品ではありますが、卒業式ばかりは、きちんと描えがかないわけにはまいりません。


    　京きよう夜やが立派に成長して、ＧＪ部魂だましいをしっかりと受け継いでくれたおかげで、真ま央おも後ろ髪を引かれるようなことなく、前を向いて卒業してゆくことができました。きっと[image: ]の「先代部長」も、真央と同じような気持ちを胸に、卒業していったのでしょうね……。


    　著者として意外だったのが、この京夜の成長ぶりでした。シリーズのはじめの頃は、からかわれてばかりのイジられキャラだったはずなのに、なんとこの最終巻では、京夜は一度もからかわれていません！（森もりさんの回がありましたが、あれは著者的には、からかわれていたのではなくて「本気」という区分けです）二年間に及ぶ厳しく激しい〝修行〟を経へて、たくましく成長した彼は、むしろ真央をはじめとした皆をからかう側。生態系の最下層からの大出世です。


    　思えば二年前──。シリーズを開始するにあたって、著者の頭にあったのは、「一巻ごとに十五パーセントずつ新要素を入れていこう」というプランでした。ゆるふわなテイストをキープしつつ、飽きがこないようにするための大おお雑ざつ把ぱな設計思想です。新要素のパーセンテージくらいしか決めていなかった著者には、京夜のこの成長ぶりを予測することができませんでした。まさか部長を継ぐほど立派になるなんて……。


    　彼が部長になってからの物語は、いずれ機会がありましたら書いてみたいと思っています。「オレマン完全体」となった彼は、常時オレマンでいることを可能にしたとかしないとか……。


    　さて前巻のあとがきで予告した「嬉しいニュース」の発表です。帯やガ報、その他で、すでにご存じの方もいらっしゃるかとは思いますが──。ページをめくったその先に、特集ページとしてご用意してあります。なんと！　あるやさんの描き下ろしイラスト付き！


    　最終巻なので、編集の具ぐ志し堅けんさんやイラストのあるやさんに、謝しや辞じを捧ささげたいところではありますが。「ＧＪ部はまだまだ行きますよー！」なもので、終わった気分でもなく。割かつ愛あいっ♡


    　今後ともよろしく！　最後は著者ＨＰのご紹介。アンケート等あります。生の声をください。


    ↓携帯電話の方はこちらからどうぞ


    http://www.araki-shin.com/araki/keitai.htm


    ↓パソコン専用ページ（右記携帯向けアドレスも入室可能です）


    http://www.araki-shin.com/
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